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番号 図名

A-10

A-11

A-12

A-13

A-14

A-15

A-16

A-17

A-18

A-19

A-20

番号 図名

A-00

特-1

特-2

特-3

表紙、図面リスト

建築解体工事特記仕様書（1）

建築解体工事特記仕様書（2）

建築解体工事特記仕様書（3）

A-01

A-02

A-03

A-04

A-05

A-06

A-07

A-08

A-09

現況配置図

③既存解体（事務所）平面図

③既存解体（事務所）備品写真一覧

③既存解体（事務所）屋根伏図

③既存解体（事務所）立面図・断面図

③既存解体（事務所）断面図（仮定）

③既存解体（事務所）建具符号図・建具表

③既存解体（事務所）床伏図・小屋伏図

⑭⑮既存解体（看板①・看板②）詳細図

④既存解体（タイヤ倉庫）平面図　立面図　矩計図　

⑤⑨⑩既存解体（整備工場、車資材倉庫、オイル倉庫)立面図・断面図

⑤⑨⑩既存解体（整備工場、車資材倉庫、オイル倉庫)平面図・小屋梁伏図

⑥⑫既存解体（浴室洗面所、物干し場）

⑦既存解体（仮眠室）平面詳細図・屋根伏図

⑦既存解体（仮眠室）立面図・断面図

⑦既存解体（仮眠室）矩計図

⑦既存解体（仮眠室）展開図

⑦既存解体（仮眠室）建具符号図・建具表

⑦既存解体（仮眠室）基礎伏図・1階床伏図

⑦既存解体（仮眠室）小屋伏図・天井伏図

番号 図名

電気設備工事特記仕様書

電気設備　仮設平面図

【外構】電気設備　平面図E-02

E-01

【事務所】電気設備　平面図

【整備工場】電気設備　平面図

【仮眠室】電気設備　平面図

E-03

E-04

E-05

E-06

E-07

機械設備工事特記仕様書M-01

【解体】配置図M-02

M-03 【解体】凡例・保温・機器・器具表(事務所)

【解体】衛生設備　平面図(事務所)

【解体】空調・換気設備　平面図(事務所)

M-04

M-05

【解体】凡例・保温・機器・器具表(整備工場)M-06

【解体】衛生・空調設備　平面図(整備工場)M-07

M-08

【解体】凡例・保温・機器・器具表(仮眠室)M-09

【解体】衛生設備　平面図(仮眠室)M-10

M-11 【解体】空調・換気設備　平面図(仮眠室)

特E-01

【オイル倉庫】電気設備　平面図

【浴室洗面所】電気設備　平面図

【解体】衛生設備　平面図(浴室洗面所)



解体工事（１）

Ⅱ　解体工事仕様

 １．共通仕様 ● 1 官公署その他への 工事の着手、施工、完成にあたり、関係官公署その他の関係機関への必要な届出手続等を遅滞なく行うこと。

Ⅰ　工事概要 （１） 図面及び特記仕様書に記載されていない事項はすべて、国土交通省大臣官庁営繕部制定の 届出手続等 （解1.1.3） なお、手続きを行うにあたっては、その内容について、事前に監督職員に報告すること。

「建築物解体工事共通仕様書（令和４年版）」（以下「解体共通仕様書」という。）により、
 １．工事名称 解体共通仕様書に記載されていない事項は、「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）」（以下「標準仕様書」 ● 2 建築物除却届の 建築基準法第１５条第１項の規定による建築物の除却届を提出する

という。）及び「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）（以下「改修標準仕様書」という。）による。 提出 （解1.1.3）

（２） 電気設備解体工事及び機械設備解体工事を本工事に含む場合は、電気設備解体工事及び機械設備解体工事は、
 ２．工事場所 それぞれの工事仕様書を適用する。 ● 3 工事実績情報システム 登録する

への登録 (共 1.1.4) ● 工事請負代金が５００万円以上の場合

２．特記事項 (県共 1.1.7) ○ 監督職員が指示する場合

 ３．敷地面積 （１） 章、項目は、番号に●印のついたものを適用する。適用しない項目等は、斜線・または無印とする。
（２） 特記事項は、●印のついたものを適用する。 ● 4 書面の書式及び 「指示」、「承諾」、「協議」、「提出」、「提示」、「通知」、「報告」等の事項について書面により取り交わし

 ４．工事内容 ●印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。 取扱い (共 1.1.5) 整理するとされている内容については「工事打合せ簿（監督職員が指示する様式）」を使用する

解体工事 ●印と※印のついた場合は、両方を適用する。 (県共 1.1.2)

※印を適用しない場合は、○印に変えること。 ● 5 工事の記録 工事報告

（３） 各章の特記事項にある（　　　）内記載番号は下記による。 (共 1.2.4) 受注者は、当月の工事の全般的な経過を記載した「工事報告書」（監督職員が指示する様式）を作成し、

（解○．○．○）内の表示番号は、解体共通仕様書の当該項目・図または表を示す。 翌月５日までに以下の書類を添付の上、監督職員に提出する。

（建○．○．○）内の表示番号は、公共建築工事標準仕様書（建築工事編）の当該項目・図または表を示す。 （１） 工事進捗状況報告書

（建改○．○．○）内の表示番号は、公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）の当該項目・図または表を示す。 （２） 工事記録写真

（県共○．○．○）内の表示番号は、長崎県建設工事共通仕様書の当該項目・図または表を示す。
（４） 関係法令の改正等により（条例を含む）、工事内容が法令に抵触する恐れのあることを認識した場合には、 履行状況報告

その対応について、監督職員と協議すること。 中間前金払いを選択した場合は、履行状況を所定の様式に基づき作成し、認定請求時に以下の書類を

（５） 形状寸法の単位は、特記した場合を除き、ミリメートルとする。 添付の上、発注者に提出する。

（１） 実施工程表

３．適用基準等 （２） 出来高数量表

（１） 図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、次の基準による。 （３） 完成部分の状況写真

● 建築工事標準詳細図 [ 令和４年版 ] 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修
● 構内舗装・排水設計基準及び参考資料 [ 平成27年版 ] 〃 ● 6 工事写真 工事写真の提出

工事写真の撮影、提出、整理等は、「長崎県営繕工事撮影要領」（平成31年度版）による。

 ５．週休２日促進工事 工事写真は原則、電子納品とし、併せて別途撮影対象表に定める概要版アルバムを１部提出すること。
● 長崎県建設工事共通仕様書　（令和６年４月）　第１編（共通編）　第１章（総則） 第１節（総則） ただし、電子媒体での対応が出来ない場合は、監督職員の承諾を受けて従来の工事写真帳でも可とする。

○ 適用しない ただし、以下については、適用しない。
※ 適用する （ ● 発注者指定方式 ○ 受注者希望方式 ） なお、適用する場合は「現場説明書」週休２日促進工事によること。 １-１-１　 適用 ２項　文中　 　 7 電気保安技術者 適用する

「長崎県土木工事検査基準」、「長崎県土木工事検査指導幹職務要綱」 (解1.3.3）

３項、４項　文中　 ● 8 施工条件 ※ 下記以外は、「現場説明書」による。

 ６．工事の余裕期間 「及び工事数量総括表」 (解1.3.5） ● 工事車両の駐車場 ： ※ 構内 ○ （ ）

１-１-２　 用語の定義 １項　文中　 ○ 資材置場 ： ※ 構内 ○ （ ）
○ 適用しない 「段階確認」 ● 建設発生土（埋戻し、盛り土用）の仮置場 ： ※ 構内 ○ （ ）
※ 適用する （ ● 発注者指定方式 ○ 任意着手方式 ） なお、適用する場合は「現場説明書」余裕期間制度活用工事によること。 ６項　文中　

「工事数量総括表」 ● 9 発生材の処理等 ○ 引渡しを要するもの

 ７．遠隔臨場活用工事 14項、36項　全文 （解1.3.10）

１-１-５　 計画工程表 条文表題及び文中
※ 適用しない 「計画工程表」は公共建築工事標準仕様書に準じて「実施工程表」と
○ 適用する （ ○ 発注者指定型 ○ 施工者希望型 ） なお、適用する場合は「現場説明書」遠隔臨場活用工事の試行によること。 読み替えて適用する。

１-１-６ 施工計画書 １項　文中　（１）～（16）については、以下のとおり読み替えて準用する。
（１） 工事概要
（２） 実施工程表
（３） 現場組織表
（４） 施工体系図
（５） 主要工種
（６） 品質計画（品質目標、品質管理方針、重要管理項目、

工種施工計画書,作成要領、検査立会項目等）
（７） 養生計画
（８） 緊急時の体制及び対応
（９） 安全対策
（10） 環境対策 ○ 現場において再利用を図るもの及び再資源化を図るもの

（11） 仮設計画
（12） 現場の就業時間
（13） 再生資源の利用の促進と建設副産物の適正処理方法
（14） 産業廃棄物処理フロー図
（15） 総合評価に関する事項（誓約事項、技術提案又は施工計画）　

※総合評価落札方式実施時のみ
（17） 法定休日・所定休日（週休二日の導入）
（16） その他

１-１-23　 建設副産物 10項、11項　全文
１-１-24 監督職員による検査 ５項　全文 ○ 特別管理産業廃棄物

（確認を含む）及び
立会い

１-１-25　 出来形数量の算出 １項、２項　全文
１-１-33 工事中の安全管理 1項　全文

13項　文中　「土木工事」を「営繕工事」に読み替えて適用する。
17項　なお書き以降
18項　文中
「受注者は、工事着手後、作業員全員の参加により月当たり、半日以上
の時間を割り当て、以下の各号から実施する内容を選択し定期的に安全 ○ PCB使用機器の有無については、調査を行い結果を監督職員に報告する。

に関する研修訓練等を実施しなければならない。」を ○ PCB使用機器は関係法令等に従い適切に処理する。

「受注者は、工事着手後、作業員全員の参加により以下の各号から実施
する内容を選択し定期的に安全に関する研修・訓練等を実施しなければ ○ 引渡しを要するもの及び現場において再利用及び再資源化を図るもの以外は、構外搬出し適切に処理する。

ならない。」と読み替えて適用する。
30項、36項　全文 ● 10 発生材の処理等 調査範囲及び調査方法 ● 図示 ○ （ ）

37項　文中　 （解1.5.2）

「また作業線等が船舶の輻輳している区域を航行又はえい航する場合、 ● 11 材料の品質等 同等以上の材料・機材等の使用

見張りを強化する等、事故の防止に努めなければならない。」 本工事に使用する材料・機材等は設計図書に定める品質及び性能と同等以上のものを使用する。

38項、39項　全文 ただし、製造者が記載されている場合に同等以上のものとする場合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。

１-１-37　 環境対策 ４項　全文
６項　文中
「受注者は、トンネル坑内作業において（省略）、監督職員と協議 ● 1 騒音・粉塵等の対策 騒音・粉塵等の対策

するものとする。」 (解2.2.1) ○ 防音パネル ● 防音シート ○ 養生シート

１-１-43 工事測量 全文 設置範囲及び高さ

１-１-47 保険の付保及び事故 １項、2項、3項　全文 ● 図示による（ ）

の補償
１-１-49 海上起重作業船団の 全文 ● 2 足場その他 ● 建築改修工事の場合

船団長 (解2.2.2) 外部足場 ● 設置する（設置範囲： ● 工事に必要な範囲 ○ （ ）

１-１-50 潜水作業従事者 全文 (建改 2.2.1) ● 枠組足場 ○ くさび緊結式足場 ○ 単管本足場 ○ 仮設ゴンドラ ○ 移動式足場を使用する

１-１-58　 現道工事における 全文 防護シート ● 設置する（設置範囲： ● 工事に必要な範囲 ○ （ ））

交通処理対策 (建改 2.2.1) 内部足場 ● 脚立、足場板等 ○ （ ）

１-１-59 用地境界杭の設置 全文 材料・撤去材等の運搬方法

１-１-60 情報共有システムの利用 全文 ○ Ａ種 二本構リフトによる ○ Ｂ種 トラッククレーンによる

１-１-61 地盤情報の取扱いに 全文 ○ Ｃ種 既存エレベーターによる ○ Ｄ種 既存階段による

ついて ● Ｅ種 登り桟橋等による
○ その他 （ ）

屋根面に設ける足場と装備機材の組み合わせ
○ 別途 ○ 図示

長 崎 県 営 繕 工 事 特 記 仕 様 書 （ １ ）

2024/04/01版

２
●

○  PCB使用機器

工事名称

解体工事特記仕様書（１）

旧矢上営業所解体工事

図面番号
設 計 者 氏 名

仮
設
工
事

長崎県土木部営繕課

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

建 築 士 事 務 所 名

引渡し場所 備考

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

備考

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

金属類

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

処理方法

特記事項章

旧矢上営業所解体工事

●

長崎市田中町

１

引渡し場所

休憩所 倉庫 倉庫 看板等

解体 解体 解体 解体 解体

3.6

木造 鉄骨造

解体

248.06 15.92

○

CB造

5.94

○ ○

長　崎　県　営　繕　工　事　特　記　仕　様　書
項目

構　　造

用　　途

備　　考

延床面積

階　　数

建物名称

○

○

326.8 85.09

解体

26.49

○

○

一
般
共
通
事
項

5608.23㎡

○

○

種類

電線・ケーブル類

蓄電池

種類

○

再利用

○

再利用

再利用

照明器具

事務所 倉庫

備考

図面名称

種類 処理方法

○ （　　　　　　　　　　　　　　　　　） ○ 再資源化○

○

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○○

特－１

再資源化

再資源化（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

自動車修理工
場

浴室洗面所

1 1 1 1

鉄骨造 鉄骨造 鉄骨造 CB造

8

オイル倉庫 その他事務所 浴室洗面所

設計年：令和５年１２月
一級建築士 登録第 209864

1 2

タイヤ倉庫 整備工場

3 4

1 1 1

仮眠室 資材倉庫

5 6 7

建替え

号

内田 信介

株式会社 新建築設計事務所
長崎県知事登録 第( 22 ) - 10267 号



解体工事（２）

● 3 監督職員事務所 ● 設けない ● 再資源化等 ● 　本工事は、特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事又はその施工に特定建設資材を使用する新築工事等
(解 2.3.1) ○ 設ける （解4.4.1） であって、その規模が「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成１２年５月３１日法律第１０４ （解1.3.2） 特別管理産業廃棄物管理責任者

(建改 2.4.1) ○ 既存建築物の一部を使用する 建 号。以下「建設リサイクル法」という。）施行令又は県が条例で定める建設工事の規模に関する基準以上の工事 　特別管理産業廃棄物の処理に関する業務を行う場合は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律
○ 面積規模　（ ）㎡程度設 であるため、建設リサイクル法に基づき分別解体等及び再資源化等の実施について適切な措置を請ずる。 第137号）に基づき特別管理産業廃棄物管理責任者を選任し、資格を証明する資料を監督職員に提出する。

監督職員事務所の仕上げ 　工事契約後明らかになったやむを得ない事情により、予定した条件により難い場合は、監督職員と

協議するものとする。 　 施工計画調査
○ 　本工事は、建設リサイクル法の対象工事外ではあるが、分別解体等及び特定建設資材の再資源化等について （解5.1.2）

適切な措置を行う。

分別解体の方法

監督職員スペースと工事監理業務の職員スペースは間仕切り壁等で仕切る。 １． 建築設備・ 建築設備・ ● あり ● 手作業 　 特別管理産業廃棄物

工事現場の適切な場所に、工事名称、発注者等を示す表示板を設ける。 　 内装材等 内装材等の取り外し ○ なし ○ 手作業、機械作業の併用 の処理等 （解5.4.1）

また、その他法令等による表示板を必要に応じ見やすい所に掲げる。 理由 （ ）

２．屋根ふき材 屋根ふき材の取り外し ● あり ● 手作業
● 4 工事用水 構内既存の施設 ※ 利用できない ○ 利用できる （ ※ 有償 ○ 無償 ） ○ なし ○ 手作業、機械作業の併用

理由 （ ）
● 5 工事用電力 構内既存の施設 ３．外装材・ 外装材・上部 ● あり ○ 手作業 ○ ＰＣＢを含む機器類の処理は電気設備解体仕様による

※ 利用できない ○ 利用できる （ ※ 有償 ○ 無償 ） 　　上部構造部分 構造部分の取壊し ○ なし ● 手作業、機械作業の併用 ○ 廃油、廃酸・廃アルカリの処理は機械設備解体仕様による

○ 6 山留めの撤去 ○ 撤去する （ 鋼矢板等の抜き跡の処理 ○ 直ちに砂で充填する等の処理を行う ○ （ ）） ４．基礎・ 基礎・ ● あり ○ 手作業 　 ＰＣＢ含有 ○ サンプリングの採取（１次分析用）
(解 2.4.3) ○ 存置する 　　基礎ぐい 基礎ぐいの取壊し ○ なし ● 手作業、機械作業の併用 シーリング材の処理 ○ 現場においてサンプルを採取する

（解5.4.1） 採取箇所 ○ 外壁目地 ○ 図示（ ○ 図示（ ）

５．その他 その他の取壊し ○ あり ○ 手作業 採取箇所数 ○ 部材が異なるごとに１箇所 ○ （ ）箇所

（ ） ○ なし ○ 手作業、機械作業の併用

● 1 事前措置 ● 機械設備解体仕様による ○ サンプリングの採取（２次分析用）
（解3.2.1） ○ 現場においてサンプルを採取する ）

採取箇所 ○ 外壁目地 ○ 図示（ ○ 図示（

● 2 分別解体 （解3.5.1） 分別解体の種類 採取箇所数 ○ （ ）箇所

（解3.6.1、2） ● その他の外装材 : ○ （ ） ○ （ ） ○ 発注者より貸与する 分析個数 ○ （ ）箇所
（解3.7.1） ● その他の内装材 : ○ （ ） ○ （ ） １） 採取作業はシーリング等が散逸することのないように注意して行う。

（解3.8.1） ● その他の屋根葺材等 : ○ （ ） ○ （ ） ２） シーリング材は目地に打設されている形状のまま５ｃｍ程度をカッターナイフで切断し、

（解3.9.1） ● その他の防水材料 : ○ （ ） ○ （ ） ただちにポリエチレン製の密封袋に保管し、№　及び採取場所を記入する。
● その他の構造材 : ○ （ ） ○ （ ） サンプルはⅠ袋に１つずつ入れること。

３） カッターナイフの刃は、１つのサンプルを採取するごとに新しい部分に替えること。
　 3 杭の解体 （解3.9.2） 杭の解体 ○ 行う ○ 行わない ４） シーリング材を切除した部分は、必要に応じて補修すること。

杭の解体工法 ○ 引抜き工法 ○ 破砕による解体 補修材料は特記仕様書による。

引抜き跡の処理 ○ 解体後の埋戻し及び盛土による材料で充填 ５） 皮膚との接触等を避けるため保護手袋及び保護マスクを着用する。
○ （ ） 本工事により発生する上記発生材の搬出は、「公表用積算基準（長崎県土木部）」の再資源化処理施設一覧表に ６） 休憩時及び作業終了後には、必ず手洗いを行う。

掲載の処理場から選定するものとする。 ７） 作業後は周囲を清掃し、散逸物を回収する。
● 4 柵、照明設備等の解体 附属物の解体 ● 行う ○ 行わない 回収物はサンプリング残渣とその他のごみに分別し、サンプリング残渣と同様にポリエチレン製の

（解3.10.1） 密封袋に入れる。
● 5 植木等 （解3.11.1） 樹木の伐採伐根及び移植 ● 行う ○ 行わない

○ サンプルの分析
● 6 地下埋設物及び 地下埋設物及び埋設配管の解体 ○ １次分析（シーリング種類の調査）

埋設配管 （解3.12.1） ● 行う ○ 行わない 「シーリング材種判定及びＰＣＢ含有分析の要否判定依頼書」を作成し、採取したサンプルと併せて

日本シーリング材工業会に送付し、分析を行うこと。
● 7 埋戻し、盛土及び 取り壊し完了後、埋め戻し部は機器による転圧のうえ、地均しを行う。 ○ ２次分析（ＰＣＢ含有率調査）

地均し （解3.13.1） 埋め戻し用搬入土 専門分析機関にサンプルを送付し、ＰＣＢ含有分析を行うこと。
○ なし （　 ○ 現場発生土　）
● あり （ ○ 山砂類 ○ 他現場発生土 ● （ 再生コンクリート砂 ）） ○ 施工調査等

○ 他現場発生土の場合 発生場所： （ ） 調査範囲 ○ 図示

連絡先 （ ） ○ （ ）

運搬 （ ○ 発生原因者側 ○ 本工事） 処分にあたり、あらかじめ次の事項について調査を行うこと

埋め戻し高さは、図示による １） シーリング使用部位の確認、シーリング長さの確認

２） 施工範囲と工事管理区分の確認

３） 仮設計画、廃棄物等の搬出方法

上記に示す受入施設は参考であり、実施にあったっては関係法令を遵守し、適切な処理を行うものとする。 ○ 除去処理工事

なお、処分場の決定にあたっては、監督職員と協議する。 ＰＣＢを含有したシーリング材の処理は、次によるほか、「廃棄物の処理及び清掃に関する

法律（昭和４５年法律１３７号）」並びに「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進
（解1.3.10） ○ 再資源化された建設廃棄物の現場利用 に関する特別措置法（平成１３年法律第６５号）」により適切に行うこと。
（解4.4.1） １） 工事に先立ち、施工計画書を作成し、監督職員の承諾を得ること。

２） シーリング材の散逸防止として、床面、開口部、換気口等に養生を行い、作業区域からの飛散防止

措置をとること

３） 作業員は保護マスク及び保護手袋を着用すること。

４） シーリング材はカッターナイフ等を用い、下地が露出するまで極力切除する。

５） 除去工事終了後、シーリング材及び散逸物を回収しポリエチレン製の密封袋に入れ保管容器に入れること。

保管容器の形状、材質等は保管量、保管場所を考慮し、監督職員の承諾を得たものとする。
　 産業廃棄物広域認定 ○ 廃棄物処理法の産業廃棄物の広域的処理に係る特例による建設廃棄物の処理 ６） 除去及び回収状況について、監督職員の検査を受けること。

制度 （解4.4.2） ７） 工事着工後、設計図書により難い場合、又は不測の事象が発生した場合は監督職員と協議する。

● 最終処分
（解4.4.3）

上記に示す受入施設は参考であり、実施にあったっては関係法令を遵守し、適切な処理を行うものとする。

なお、処分場の決定にあたっては、監督職員と協議する。

　 処理に注意を要する

建設廃棄物
（解4.5.1）

○

○

○ （ ） km

○ 飛散性アスベスト （ ） km

（

） km

2

利用する場所（箇所)等

○

● 廃石膏ボード

種類 所在地等

● タタミ

●
（ガラス、陶磁器くず類）
非飛散性ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材

受注者任意
（場外搬出適正処分） （

受注者任意
（場外搬出適正処分） （ ） km

） km
受注者任意

（場外搬出適正処分） （

km

受注者任意
（場外搬出適正処分） （ ） km● ガラスくず、陶磁器くず

モルタル・瓦礫くず

部位等 仕上げ

床 合板張り又はビニル床シート張り

内壁・天井 合板張り又はせっこうボード張り、合成樹脂エマルジョンペイント塗り

屋根 塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り、又は鉄板張り、調合ペイント塗り

解
体
施
工

（ ） km
（廃プラスチック類）

●
非飛散性ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材 受注者任意

（場外搬出適正処分） （ ） km
（石膏ボード）

（ ）

3
搬出距離

○ 廃プラスチック類

2024/04/01版

（

図面名称 解体工事特記仕様書（２）

2
特別管理産業廃棄物の種類 搬出距離

○ （

ガラスくず、陶磁器くず （ ） km

○ 繊維くず

）

搬出距離

○ ＣＣＡ処理木材 （ ） km

採取する数量 備考

○

長 崎 県 営 繕 工 事 特 記 仕 様 書 （ ２ ）

3

） km

） km（

産業廃棄物等の種類

所在地 搬出距離

● コンクリート

設 計 者 氏 名

km
ひ素・カドミウム含有石こ
うボード

）

）

処分場の名称等 所在地

○

km○ 防水アスファルト

○

種類

） km（

廃棄物の種類 施設名称 所在地

（ ） km

所在地

（ ） km

木くず （ ） km

○
非飛散性ｱｽﾍﾞｽﾄ含有

○ 廃石膏ボード （ ） km

廃プラスチック類

（

） km

受注者任意
（場外搬出適正処分）

（

受注者任意
（場外搬出適正処分）

受注者任意
（場外搬出適正処分）

分別解体等の方法

工
程
ご
と
の
作
業
内
容

及
び
解
体
方
法

） km

○

工事名称 旧矢上営業所解体工事

設計年：令和５年１２月
図面番号

建 築 士 事 務 所 名

長崎県土木部営繕課

株式会社 新建築設計事務所
長崎県知事登録 第( 22 )

○

4
廃棄物の種類 処理施設等名称

●

●

４

3

km○ （

） km

建設廃棄物の種類
中間処理施設又は

再資源化施設の名称等

（

1 分析調査を行う特別管理

○

受注者任意
（場外搬出適正処分）

km

建設廃棄物の種類
中間処理施設又は

再資源化施設の名称等
所在地 搬出距離

特記事項

●

　

章 項目 特記事項 章 項目 特記事項 章

５

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
処
理
等

採取する部位又は箇所等

1

工程 作業内容

項目

（ ）

○ アスファルト・コンクリート

● 木材

○ 木材（縮減）

受注者任意
（場外搬出適正処分）

● 金属類

●

特－２

- 10267 号

一級建築士 登録第 209864 号

内田 信介



解体工事（３）

● 1 共通事項 実施設計以前の石綿含有建材調査結果 （建改9.1.1） 測定方法 ● 石綿含有成形板等、仕上塗材の改修・解体工事における石綿則・大防法・廃掃法の規制
○ 有り ● 無し ○ 自動測定器による測定

調査結果
● 図示（内部仕上表、外部仕上表参照）
○ 下表のとおり  測定４

棟名 採取場所 材料名 石綿の有無  測定５

○ JIS　K　3850-1に基づいた測定

 測定４

 測定５

（ ）

 測定

（ ）
（解6.2.2） 石綿作業主任者  測定

石綿作業主任技能講習修了者又は平成１８年３月以前の特定化学物質等作業主任者技能講習修了者とする。 （ ）

 測定
（解6.2.4） 特別管理産業廃棄物管理責任者 （ ）

石綿含有吹付け材、石綿含有保温材等の除去工事では、廃棄物処理法に基づき、特別管理産業廃棄物管理責任者

の資格を有する者を配置する。 　 4 石綿含有吹付け材の除去 除去対象範囲
（解6.3.1～4） ○ 図示

官公署その他への手続き （建改9.1.3） 除去工法

解体共通仕様書１．１．３によるほか、次の必要な手続きを行う。 ○ 改修標準仕様書９．１．３（２）（ア）

（１） 建築物解体等作業届（所管労働基準監督署） 除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置

（２） 特別管理産業廃棄物管理責任者設置報告書（都道府県知事又は市長） ○ 湿潤化
○ 固形化

洗浄設備 除去した石綿含有吹付け材等の処分
（１） 洗眼、うがいの設備を設ける。 長崎県建設工事共通仕様書　（令和○ 埋立処分（管理型最終処分場）
（２） 更衣設備を設ける ○ 中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

表示・掲示 　 5 石綿含有保温材等の除去 除去対象範囲

解体共通仕様書６．２．６による表示・掲示を行う （解6.4.1～4） ○ 図示
（建改9.1.4） 除去工法

作業場の養生 ○ 粉砕して除去
○ 処理場所をプラスチックシート等で囲い、外部への粉じん飛散を防止する ○ 手ばらし

○ 全面養生（床及び壁）：対象室 除去した石綿含有保温材等の処分 ）
○ 部分養生（床及び壁の対象部位＋１ｍ）：対象室（上記全面養生室以外） ○ 埋立処分（管理型最終処分場）

○ 処理場所付近をビニールシート等の適切な方法にて養生を行う ○ 中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

（ ・ ・ ）
● 2 施工調査 （解1.4.1） ※ 石綿含有建材の事前調査 処理を行う石綿含有保温材等の仕様等

　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等により石綿を有している吹き付け材、成形板、

建築材料等の使用の有無について調査する。

調査範囲 ○ 石綿含有保温材 （ ） ○ 図示（ ） ○ （ ）
○ 対象部位 ○ 図示 ○ 石綿含有耐火被覆板 （ ） ○ 図示（ ） ○ （ ）

貸与資料 （ ） ○ 石綿含有断熱材 （ ） ○ 図示（ ） ○ （ ）

● 6 石綿含有成形板の除去 ● 石綿含有成形板（石綿含有けい酸カルシウム板第１種以外）の除去
（解6.5.1～4） 除去対象範囲

○ スレート波板 ○ ロックウール吸音版 ○ ビニル床タイル （建改9.1.5） ● 図示 ○ （ ）
○ スレートフレキシブル板 ○ けい酸カルシウム板 ○ ビニル床シート 除去した石綿含有成形板等の処分
○ スレート平板 ○ スラグ入石こうボード ○ ビニル幅木 ○ 石綿含有せっこうボード ※ 埋立処分（管理型最終処分場）
○ スレート軟質板 ○ 石綿セメント板 ○ 無機質系壁紙 ○ 石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板 ○ 埋立処分（管理型最終処分場）
○ 住宅用屋根スレート ○ 化粧けい酸カルシウム板 ○ ○ 中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）
○ サイディング ○ 石綿セメント円筒 ○

○ 押出成形セメント板 ○ ○ ○ 石綿含有成形板（石綿含有けい酸カルシウム板第１種）の除去

除去対象範囲
○ 分析による石綿含有建材の調査 ○ 図示 ○ （ ）

分析対象 養生方法

アクチノライト、アモサイト、アンスフィライト、クリソタイル、クロシドライト、トレモライト ○ （ ）

分析方法 除去した石綿含有けい酸カルシウム板第１種の処分
○ 埋立処分（管理型最終処分場）
○ 中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）
○ （ ）

○ 石綿含有仕上塗材又は石綿含有成形板（下地調整材）の除去

除去対象範囲
○ 図示 ○ （ ）

除去方法
○ （ ）

養生方法
○ （ ）

除去した石綿含有仕上塗材の処分

サンプル数 ○ 埋立処分（安定型最終処分場）

１箇所あたり３サンプル ○ 埋立処分（管理型最終処分場）

採取場所 ○ 中間処理（溶融施設又は無害化処理施設） ・
○ 図示 ○ （ ） ○ （ ）

・「要」は法令上求められる措置を示す
　 3 石綿粉じん濃度測定 測定時期、測定場所及び測定箇所数 １）粉塵飛散防止のために実施する事が望ましい

（解6.1.3） ２）適切な石綿飛散防止対策のために実施が必要な措置を示す
（建改9.1.1）

 測定１ 処理作業前 処理作業室内 計 （ ） 点

 測定２ 調査対象室外部の付近 計 （ ） 点

 測定３ 処理作業中 処理作業室内 計 （ ） 点

 測定４ セキュリティゾーン入口 計 （ ） 点

 測定５ 集じん・排気装置の排出口 出口吹出し風速

（処理作業室外の場合） １ｍ/ｓ以下の位置

 測定６ 処理作業室外
○ 施工区画周辺 計 （ ） 点
○ 敷地境界 計 （ ） 点

 測定７ 処理作業後（シート養生中） 処理作業室内 計 （ ） 点

 測定８ 処理作業後シート 処理作業室内 計 （ ） 点

 測定９ 撤去後１週間以降 調査対象室外部の付近

原形のまま取外
し

長崎県土木部営繕課

要 要 要

作業内容の記録・保管

建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル）令和３年３月　厚生労働
省・環境省）を参考に作成

事前調査結果の保存 ３条 18条の15 要 要 要 要

事前調査結果の掲示

事前調査結果の掲示 ３条 18条の15 要 要 要 要

事前調査結果の保存 ３条 18条の15 要 要 要 要

要 要 要

（汚染水処理） － － ２） ー ー ー

清掃 － － 要 要 要 要

３５条 －

取り残し等の確認 － － 要

要

（飛沫防止等の養生） － － ２） ２） ー ー

（床防水養生） － － ２） ー ー ー

隔離 ６条
18条の19

則16条の14
ー ー

隔離養生
（負圧不要）

ー
（同等の措置の
法権を満たす場

合）

湿潤化 １３条 － 常時要 常時要 常時要

ー
（同等の措置の
法権を満たす場

合）

保護衣等 １４条 － 要 要 要 要

作業場への関係者以外
立入禁止

１５条 － 要 要 要 要

特別教育 ２７条 － 要 要 要 要

保護具着用 １４条 － 要 要 要 要

喫煙禁止/飲食禁止の掲
示

３３条 － 要 要 要 要

作業主任者の選任 １９条 － 要 要 要 要

大防法及び安衛法・石
綿則の届出

法88条の17
５条他

18条の17 不要 不要 不要 不要

作業実施の掲示 ３４条 則16条の４ 要 要 要 要

18条の15 要 要 要 要

作業計画の作成 ４条 則16条の４ 要 要 要 要

要 要 要 要３条 18条の15

事前調査結果の備付 ３条

事前調査 ３条 18条の15 要 要 要 要

事前調査結果の報告 ４条の２ 18条の15 要 要 要 要

石綿則条項 大防法条項

石綿含有仕上塗材

切断等による除去（電動工具無）切断等による除去（電動工具有）

湿潤化 作業場を隔離養生等

例）高圧水洗除
去

例）剥離剤併用
手工具ケレン除
去

例）ディスクグ
ラインダー除去

例）集塵機付ディ
スクグラインダー
除去（ＨＥＰＡ
フィルター付き）

隔離 ６条
18条の19

則16条の14
ー ー ー

隔離養生
（負圧不要）

ー ー ー（床防水養生） － － ー

湿潤化 １３条 － １） 常時要 １） 常時要

３５条 － 要 要 要 要

清掃 － － 要 要 要 要

取り残し等の確認 － － 要 要 要 要

ー ー ー ー

（飛沫防止等の養生） － － ー ー ー ー

要 要 要 要

保護具着用 １４条 － 要 要 要 要

保護衣等 １４条 － 要 要 要 要

要 要 要 要

特別教育 ２７条 － 要 要 要 要

要 要 要 要

喫煙禁止/飲食禁止の掲
示

３３条 － 要 要 要 要

則16条の４ 要 要 要 要

大防法及び安衛法・石
綿則の届出

法88条の17
５条他

18条の17 不要 不要 不要 不要

作業計画の作成

湿潤化等
原形のまま取外
し

作業場を隔離養
生（負圧不要）
等

４条の２ 18条の15

事前調査結果の備付 ３条 18条の15

大防法条項石綿則条項

事前調査 18条の15３条

事前調査結果の報告

石綿含有成形板等
石綿含有けい酸

カルシウム板第１種

要 要

要 要

切断等による除
去

切断等によらな
い除去

切断等による除
去

) 箇所

） （ （ )

箇所） （

（

作業実施の掲示 ３４条 則16条の４

作業主任者の選任 １９条

新建築設計事務所

箇所

） （ ) 箇所

処理を行う範囲

)

－

作業場への関係者以外
立入禁止

１５条 －

（汚染水処理） － －

作業内容の記録・保管

特記事項 章 項目 特記事項

●

６

材料名 厚さ（mm）

試料の吸引流量
（Ｌ/min）

建 築 士 事 務 所 名

長 崎 県 営 繕 工 事 特 記 仕 様 書 （ ３ ）

調査対象石綿含有成形板等の種類

○ （

○

○ （

（

試料の吸引時間
（min）

長崎県知事登録 第( 22 ) - 10267 号

一級建築士

（

2024/04/01版
解体工事特記仕様書（３）

４条

章 項目

参考

章 項目 特記事項

要 要

要

要 要 要

要

要

石綿含有成形板等

切断等によらな
い除去

○
粉じん相対濃度計（デジタル粉じん計）、パーティクルカウンター、繊維状粒子自動測定器
（リアルタイムファイバーモニター）等の粉じんを迅速に測定できる機器を用いた測定

○

適用

○

適用 測定名称

測定名称 測定方法

●

６

石
綿
含
有
建
材
の
除
去
及
び
処
理

) 箇所箇所 （

)

○ （ ） （ )

石
綿
含
有
建
材
の
除
去
等
（

続
き
）

メンブレンフィルタ
直径（mm）

○

材料名

４７ １０

２５ ５ ３０○

○

○

１２０

○

○

○

○

○

４７ １０ ２４０

)

登録第 209864 号

内田 信介

箇所

定性分析

ＪＩＳ　Ａ　１４８１－１　または
ＪＩＳ　Ａ　１４８１－２

定量分析

ＪＩＳ　Ａ　１４８１－３　または
ＪＩＳ　Ａ　１４８１－４

特－３

適用

箇所

○

○

○

○

○

○

○

○

旧矢上営業所解体工事

図面番号
設計年：令和５年１２月

工事名称

図面名称設 計 者 氏 名

株式会社

測定名称 測定時期 測定場所 測定箇所数（各施工箇所ごと）



別図参照

A2( S=1: 300)
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法肩
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コン境
コン境

Ｂ
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境ＰＬ

Ｕ
字
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+130
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水路
水路
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路

外灯

外灯

隣地側溝

真北

電

電

洗車場

-100

給油所 オイル庫

既存のまま

既存看板① 既存看板②

既存仮設便所撤去

-50

プロパン庫

庭

庭

庭

庭

庭

庭

プロパン庫

庭

庭

庭

庭

庭

庭

オイル
倉庫

車資材
倉庫

-40

水
路

M

ﾒｰﾀｰﾎﾞｯｸｽ

+190

現況配置図　 S:1/300

大

中

小

合計

幹回り

160ｃｍ

70ｃｍ

40ｃｍ

葉張り

18

79

高さ

5ｍ

φ900

数量

36

133

既存植栽　伐採数量表

区分

φ3200

φ2000

歩道

Co As

Co As

電

Co

Co

As

As

As

As

As

工事内容

既存のまま

既存のまま

解体

解体

解体

解体

解体

解体

解体

解体

７

１

２

３

４

５

６

８

９

10

11

12

13

14

15

建物用途 床面積 建築面積棟番号 構造階数

給油施設鉄骨１Ｆ

オイル倉庫ＣＢ１Ｆ

鉄骨１Ｆ 事務所

鉄骨１Ｆ

鉄骨１Ｆ

整備工場

ＣＢ１Ｆ

仮眠室Ｗ　１Ｆ

ＲＣ２Ｆ 公舎

車資材倉庫鉄骨１Ｆ

ＣＢ１Ｆ オイル倉庫

鉄骨１Ｆ

軽鉄１Ｆ 物干し場

鉄骨１Ｆ 待合所

鉄骨１Ｆ

鉄骨１Ｆ

看板①

看板②

25.96ｍ2

3.42ｍ2

326.80ｍ2

85.09ｍ2

248.06ｍ2

15.92ｍ2

26.49ｍ2

5.94ｍ2

2.22ｍ2

0ｍ2

2.00ｍ2

25.96ｍ2

3.42ｍ2

327.97ｍ2

85.09ｍ2

256.58ｍ2

15.92ｍ2

27.73ｍ2

3.60ｍ2

5.94ｍ2

2.22ｍ2

0ｍ2

2.00ｍ2

296.40ｍ2 296.40ｍ2

3.60ｍ2

コン境

Co

Co

As

As

フェンス撤去
H1.3ｘＬ2.5

タイヤ倉庫

整備工場
事務所

仮眠室

公舎

物干し場

待合所

新建築設計事務所株式会社

事 務 所 登 録

一級建築士　登録第209864号

内 田 信 介

製 図 年 月 日 製 図 照 査 Ｎｏ ．
工事名称

図 名

特 記

Ａ

縮　 尺

ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ　ＯＦＦＩＣＥ 長崎県知事登録　 第( 22） -10267号 現況配置図

01
A2( S=1: 300)

植栽伐採撤去

植栽伐採撤去

グリーストラップ撤去

グリーストラップ撤去

植栽伐採撤去

既存のまま

※グリーストラップ清掃は、管理者側で清掃済みとする

№2、3：小2本

№1：小1本

№
4
～

2
1
：
大

4
本

、
中

1
4
本
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～
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中
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～
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1
1
本

、
小

9
本

№
4
8
～

6
4
：

大
1
本

、
中

1
1
本

、
小

5
本

№65～83：大2本、中12本、小5本 №84～90：大3本、中3本、小1本

№91～99：大3本、中5本、小1本

№100～110：中8本、小3本

№111～127：大2本,中11本,小4本

№128～133：
大1本,中2本,小3本

30.418ｍ

プラスチックフェンスh=1. 0　 L=30m

プラスチックフェンスh=1. 0　 L=90m

±０

ｸﾛｽｹﾞｰﾄ(ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ)W3.0×H1.8ｍ片開き

+70

1,500

既存のまま

既存のまま

既存のまま

解体

解体

植栽伐採撤去(別途工事)

別途工事

喫煙所

タイヤ倉庫

浴室洗面所

旧矢上営業所解体工事

解体(別途工事)

浴室洗面所

案内図

工事場所

Ｎ



土間

平面図

便所

車掌控室

押入

湯沸室

土間

運転手控室 事務室

便所
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2,000 30,000 2,000

34,000
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0
0

6
,
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0
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,
0
0
0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

S:1/100

B

A

カウンター

押入

棚

棚

物置

2,450 3,550

押入 押入

宿直室

カウンター

土間
土間

会議室

コンクリート厚：150mm

便槽サイズ：3.14×0.85×1.0H

コンクリート厚：150mm

便槽サイズ：3.14×0.85×1.0H
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3
40
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0

1 , 0 5 0
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垂れ幕支柱

コルクボード
600x400

受木　W3940x40角
　　　W1280x40角　

カラーべニア
W1820xH910xt3

カーテン2枚撤去
W1800xH2000

黒板
1800x900

棚　930x300x20　2段
　　800x450x20　1段

木製掲示板
W1240xH910

受材
W460xH700

受材
2580x40角　2本
W1800xH900

流し台撤去

受材 W670　2本

木棚　D300x1330xt30
ｽﾁｰﾙ水切棚　W900xD250

木棚D360xW1900xt30

CB　ｔ100　42枚
　　ｔ150　2枚　

ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ t50

掲示板
1480x910

コンパネ掲示板
1250x1500

掲示板
W610x910

壁面：合板の上 ﾌﾟﾘﾝﾄ合板貼t3.0

Ｕ字側溝Ｗ１５０

Ｕ字側溝Ｗ１５０

吊り掲示　1500x40
下地　L-30x30x3

湯沸し器設備

神棚
400x600

黒板
1450x900

アクリル板ｔ2.0
900x1820x3枚

カウンター上パネル
w1800x600
べニア下地カラー鋼板貼

ｶｳﾝﾀｰ裏
ﾍﾞﾆｱ、ｶﾗｰ鋼板t1.0貼

FL+330

FL±0

12帖

FL+200

FL+330

FL+330

FL+330

FL+200

FL±0

FL±0

FL±0

FL±0

室 名

運転手控室

押入

会議室

事務所

車掌控室

宿直室

土間

物入

便所

天 井 高

2420

2420

2750

2420

2420

2420

2750

2420

2500

床
下 地

木床組下地

木床組下地

コンクリート下地

木床組下地

木床組下地

木床組下地

コンクリート下地

木床組下地

コンクリート下地

仕 上

タタミ敷一部縁甲板t15

モルタル金ゴテ仕上げ

フローリング貼t15　一部モルタル金ゴテ仕上

タタミ敷一部縁甲板t15

モルタル金ゴテ仕上げ

モルタル金ゴテ

巾 木
仕 上

タタミ寄

雑布摺

木製

タタミ寄

タタミ寄

雑布摺

モルタル金ゴテ

高 さ

45ｘ60

21ｘ21

45ｘ60

100

45ｘ60

45ｘ60

100

21ｘ21

壁
下 地

木軸組み下地

木軸組み下地

木軸組み下地

木軸組み下地

木軸組み下地

木軸組み下地

木軸組み下地

木軸組み下地

木軸組み下地

仕 上

合板張t3.0

合板張t3.0　塗装仕上

合板張t3.0　塗装仕上

合板張t3.0　塗装仕上

合板張t3.0

壁：合板張t3.0　塗装仕上

天 井
下 地

木組天井下地

木組天井下地

木組天井下地

木組天井下地

木組天井下地

木組天井下地

木組天井下地

木組天井下地

木組天井下地

仕 上

ＰＢ6.0下地塗装

合板t2.7

ＰＢ6.0下地塗装

ＰＢ6.0下地塗装

ＰＢ6.0下地塗装

ＰＢ6.0下地塗装

ＰＢ6.0下地塗装

合板t2.7

ＰＢ6.0下地塗装

廻 縁

木製30ｘ30

木製30ｘ30

木製30ｘ30

木製30ｘ30

木製木製30
ｘ30

木製30ｘ30

木製30ｘ30

木製15ｘ15

木製30ｘ30

備 考

新建築設計事務所株式会社

事 務 所 登 録

一級建築士　登録第209864号

内 田 信 介

製 図 年 月 日 製 図 照 査 Ｎｏ ．
工事名称

図 名

特 記

Ａ

縮　 尺
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平面図

③既存解体（事務所）

カーテン2枚撤去
W1800xH2000

合板張t3.0

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

タタミ敷一部縁甲板t15

合板張t3.0　塗装仕上

合板張t3.0　塗装仕上

合板t15張り

合板t15張り

腰：モルタル金ゴテ　　H=1300

2,845

土間コンクリートt1202
,
15
0

3,630 1,
5
0
0

3,000

2,
7
6
0

土間コンクリートt120
土間コンクリートt120

旧矢上営業所解体工事



事務所

サブカウンター　1700ｘ400 黒板　1450ｘ900 アクリル板　t2.0　900ｘ1820ｘ3枚 吊り掲示板　1500ｘ40　　L-30ｘ30ｘ3 カウンター上パネル　ｗ1800ｘ600

カーテン　2枚撤去コンパネ掲示板　1250ｘ1500掲示板　610ｘ910掲示板　1480ｘ910カウンター裏

物置黒板　1800ｘ900 サブカウンター　1700ｘ400 サブカウンター　1700ｘ400サブカウンター　1700ｘ400

-

土間 運転手控室

車掌控室運転手控室前　土間　

新建築設計事務所株式会社

事 務 所 登 録

一級建築士　登録第209864号

内 田 信 介

製 図 年 月 日 製 図 照 査 Ｎｏ ．
工事名称

図 名

特 記

Ａ

縮　 尺
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備品写真一覧

③既存解体（事務所）

旧矢上営業所解体工事
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B

A

B

A

屋根平面図　 S=1:100

塩ビ角型　受 け金物共

塩ビ角型　受 け金物共

塩ビ角型 塩ビ角型　受 け金物共 　受 け金物共

　(既存)

200

1 2 3

1
1

2

3

落とし 口

ＴＶ アンテナ

露出 ケーブル

30,000

1
0
,
0
0
0

6
,
7
0
0

6
2
5

2,000

7
,
8
3
0

(裏面：発泡 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 貼りt4) 瓦棒葺 かぶせ 工法

既存屋根下地 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｲﾝｸﾞ940 下地塗装溶融55% ｱﾙﾐﾆｳﾑ 亜鉛合金 めっき 鋼板 t=0.5

新建築設計事務所株式会社

事 務 所 登 録

一級建築士　登録第209864号

内 田 信 介

製 図 年 月 日 製 図 照 査 Ｎｏ ．
工事名称

図 名

特 記
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縮　 尺
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1

2

3

屋根 カラー 鉄板 ァ)0.4

軒樋塩 ビ角型 Ｗ１２０

縦樋 塩 ビ丸60 φ

既存屋根下地 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｲﾝｸﾞ940
瓦棒葺き

(裏面：発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ貼りt4)瓦棒葺かぶせ工法

下地塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛合金めっき鋼板t=0.5

外部仕上凡例

屋根伏図

③既存解体（事務所）

旧矢上営業所解体工事
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新建築設計事務所株式会社

事 務 所 登 録

一級建築士　登録第209864号

内 田 信 介

製 図 年 月 日 製 図 照 査 Ｎｏ ．
工事名称

図 名

特 記

Ａ

縮　 尺
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立面図・断面図
③既存解体（事務所）
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東側立面図　 S=1:100 北側立面図　 S=1:100
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西側立面図　 S=1:100 南側立面図　 S=1:100
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事務室
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1.5
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,
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4
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断面図　 S=1:100

1
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1

1

1
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2,560 2,490 2,2257
5
7

4
0
0

2,370

7,830

11,780

34

4

1

2

3

4

5

6

屋根 カラー 鉄板 ァ)0.4 瓦棒葺 き

鼻隠 し・ 破風杉30 ｘ200

破風 石綿板 OP 塗装

外部仕上凡例

SOP 塗装

6

5

6

5

6

5

6

(裏面：発泡 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 貼り t4) 瓦棒葺 かぶせ 工法

既存屋根下地 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｲﾝｸﾞ940 下地塗装溶融55% ｱﾙﾐﾆｳﾑ 亜鉛合金 めっき 鋼板 t=0.5

妻下屋壁既存 の上塗装溶融55% ｱﾙﾐﾆｳﾑ 亜鉛合金 めっき 角波鋼板 t=0.5 張り

角樋 W130( 前高型)

妻側破風 EP-G 塗替 え

妻側破風 EP-G 塗替 え
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1,450
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▽軒高

▽最高の高さ

ｶﾗｰ

サイディングボードt14.0下地　塗装仕上げ

塩ビ VP75

※ｱｽﾍﾞｽﾄ対象

※ｱｽﾍﾞｽﾄ対象

8 臭突　VPφ60　H=2150
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3
0

1515

418 418

裏面：発泡 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 貼りt4
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

下地：t4.5xw50@606

取付金具： t1.6xw40

ボルトキャップ

止面戸：屋根同材

既設母屋

73

30

190

50

30

50

190

既設母屋

73

50

棟部詳細図　１／１０
平部詳細図　１／１０

軒先部詳細図　１／１０

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

29

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

下屋水上部詳細図　１／１０

200

コの字型見切

ボルト

ボルト

エプロン 面戸：屋根同材

軒先ﾌﾚｰﾑ面戸

軒先唐草

既設唐草

既設軒樋

ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ

既設母屋

新設唐草：屋根同材

既設唐草

既設外壁

（現場割付寸法）取付金具：t1.6xw40
タイトフレーム

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

ボルト式

既設母屋

棟包 み：屋根同材

塗装溶融55%
ｱﾙﾐﾆｳﾑ 亜鉛合金 めっき 鋼板 t=0.5
瓦棒葺 かぶせ 工法

4
00

塗装溶融55% ｱﾙﾐﾆｳﾑ

亜鉛合金 めっき 鋼板 t=0.5 水切

ｼｰﾘﾝｸﾞ( MS-2)

ｼｰﾘﾝｸﾞ( MS-2)

（周囲 ｺｰｷﾝｸﾞ MS-2）

910

910

塗装溶融55%
ｱﾙﾐﾆｳﾑ 亜鉛合金 めっき 鋼板 t=0.5
瓦棒葺 かぶせ 工法

裏面：発泡 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 貼りt4

塗装溶融55%
ｱﾙﾐﾆｳﾑ 亜鉛合金 めっき 鋼板 t=0.5
瓦棒葺 かぶせ 工法

新建築設計事務所株式会社

事 務 所 登 録

一級建築士　登録第209864号

内 田 信 介

製 図 年 月 日 製 図 照 査 Ｎｏ ．
工事名称

図 名

特 記
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縮　 尺
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A2(S=1: 50,

1: 10)

矩計図 1: 50

10,000

A B

1
0
0

事務所　

15
0

15
0

3
3
0

36
0

66
0

1,
71

0
75

9

400

トラス梁
軽量鉄骨組

ＰＢ6.0下地塗装

モルタル刷毛引き

サイディングボード下地　塗装仕上げ

モルタル塗り

野縁30ｘ45＠303下地
石綿板　OP塗装

鼻隠し：破風杉30ｘ200　SOP塗装

瓦棒葺き（かぶせ工法）

▼FL(事務所）

大引90x90@910

根太45ｘ60＠303
フローリングt15

φ42. 7x3
吊りぎ受90x90

木組天井下地
野縁30ｘ 45＠455
吊り木30ｘ 30　 @1000

※ｱｽﾍ゙ ｽﾄ対象

母屋120x120

3,000

7
50

トラス梁　Ａ トラス梁　Ａ

3,000

4
00

トラス梁　Ａトラス梁　Ａ

振れ止め　Ａ　1：50 振れ止め　Ｂ　1：50

φ42.7x3

φ42.7x3

φ42.7x3
φ42.7x3

φ42.7x3φ42.7x3

振れ止め　Ａ
振れ止め　Ｂ

振れ止め　Ｂ

1
5
0▼GL

断面図　（仮定）

③既存解体（事務所）

※ｱｽﾍﾞｽﾄ対象

旧矢上営業所解体工事
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事 務 所 登 録

一級建築士　登録第209864号

内 田 信 介

製 図 年 月 日 製 図 照 査 Ｎｏ ．
工事名称

図 名

特 記
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縮　 尺
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建具符号図・ 建具表
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A2( S=1: 100,

1: 1)

土間
便所

車掌控室

押入

湯沸室

土間

運転手控室 事務室

便所

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

B

A

カウンター

押入

棚

棚

物置

押入 押入

宿直室

カウンター

土間
土間

会議室

1

F 1

1

2

PT

1

AD

F

F

FL+330

FL±0

12帖

FL+200

建具符号図（内部）

WD

1:100

符号
1

WW

数量 1

姿図

寸法
W

H

枠見込/扉厚 30

ガラス寸法

厚み 4

備考

2

2

1

F
符号

1

AD

数量

姿図

寸法
W

H

枠見込/扉厚

材質

仕上

ガラス寸法

厚み 4

備考

P

1

PT

2

PT

1 1

2
,
0
0
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5
0

7
0
0

2,070 100 1,650 100 850 50 1,160

1
,
1
5
0

5
0

6
0
0
3
0

30 1,150
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850
50 100
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4,060

5,980 4,000

2,750 2,750

50 50

800ｘ600 800ｘ600

3

F

2

1 2

1,800

35

800

35 35

1

化粧合板 化粧合板 化粧合板

9
0
0

1,700

1,700

900

1600ｘ800

2

3
WD

WW

WD

PT

800

1,900 1,900
1,720

1,800

1,440

2525

800

1,800

35

600ｘ750

WD

1

WD WD

1 1

1 2 3

1,050

1,740

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

③既存解体（事務所）
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新建築設計事務所株式会社

事 務 所 登 録

一級建築士　登録第209864号

内 田 信 介

製 図 年 月 日 製 図 照 査 Ｎｏ ．
工事名称

図 名

特 記
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縮　 尺
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母屋90x90　@910
垂木45x60　@360

母屋120x120　@910
垂木45x60　@360

母屋90x90　@910
垂木45x60　@360

桁梁　H-200x100x50x20x2.3

桁梁：□-100x100x3.2

頭つなぎ：□-100x100x3.2

頭つなぎ：□-100x100x3.2
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梁
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ト
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ス
梁

コンクリート厚：150mm

便槽サイズ：3.14×0.85×1.0H

コンクリート厚：150mm

便槽サイズ：3.14×0.85×1.0H
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1
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1
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3
,6
1
0
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14

0
40

0

土台100ｘ100

土台100ｘ100

土台100ｘ100

犬走り
コンクリートt120
砕石t100

犬走り
コンクリートt120
砕石t100

土台100ｘ100

土台100ｘ100

大引90x90@910

根太45ｘ60＠455

荒床t15
タタミ敷t55

大引90x90@910

根太45ｘ60＠455

荒床t15
タタミ敷t55

大引90x90@910

根太45ｘ60＠303

フローリングt15
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土 間
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床伏図 1:100

振れ止め　Ｂ

振れ止め　Ａ

小屋伏図 1:100

500

床伏図・小屋伏図

③既存解体（事務所）

旧矢上営業所解体工事



看板② 平面図

看板① 平面図 S:1/100
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基礎 コンクリート
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単管 パイプ φ48
斜材

看板① 立面図 S:1/100

看板② 立面図 S:1/100
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角材40ｘ24
角材40ｘ24

角材40ｘ24

φ48.6x2.3

L-50ｘ50ｘ3L-50ｘ50ｘ3角材40ｘ24
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矩計図 1:50

小屋伏図 1:100平面図 1:100

木製フラッシュW900xH2000

※ｱｽﾍﾞｽﾄ対象

※ｱｽﾍﾞｽﾄ対象

※ｱｽﾍﾞｽﾄ対象

※ｱｽﾍﾞｽﾄ対象

南側立面図 1:100

北側立面図 1:100 西側立面図 1:100

東側立面図 1:100

④既存解体（タイヤ倉庫）
平面図　立面図　矩計図　

旧矢上営業所解体工事
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整備工場

190.68 m 2

倉庫

18.56 m2

事務所

14.66 m2

2

⑩オイル倉庫

3.12 m2

⑨車資材倉庫

5.02 m2

床：タタミ敷t55　荒床t=15　木床組
巾木：コンクリート
壁：合板　t9.0
天井：石膏ボードt9.0（木組天井下地）　　　

木製建具
W1200xH900

アルミサッシ

木製建具
W1700xH900

木製巾木
H90xt15

柱：φ89.1X3.2

木製建具　W1200xH900　
ｶﾞﾗｽ 300ｘ400

床：コンクリート金ゴテ
壁：べニア
天井：石膏ボードt9.0

（木組天井下地）

アルミサッシ
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アルミサッシ
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アルミサッシ
W1700xH500

アルミサッシ
W1700xH900

アルミサッシ
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外壁明取塞ぎ
アルミ障子なし
W1700x900

棚板
枠：L-50x50x3　
底板：合板t=10

棚板
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底板：合板t=10

立上り
コンクリート
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合板　SOP塗装
FL+200よりH4000まで
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スレート小波

鋼板張りt0.5

φ60.5X2.3

棚板：L-50x50x4　L2500x3本
　　　Ｌ600x2本　L1000x5本

柱：90x90

ﾌﾞﾚｰｽ別図参照

ｶｰﾃﾝ撤去処分
神棚撤去
木600ｘ600
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U字側溝
W180

柱：90x90

オイルタンク処分

棚

棚

棚

木製建具
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枠：木製
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コンクリート基礎
150x300
捨てコンｔ50(仮定)
砕石　ｔ150(仮定)

ＣＢ t150

母屋90x90

45x90

オイル倉庫　断面図 1:100

W1600xH900

アルミサッシ
W1600xH1800
掃出し

アルミドア

ガラス：4㎜

ガラス：4㎜

ガラス：3㎜
ガラス：4㎜

11

ガラス：4㎜

ガラス：4㎜

ガラス：4㎜

ガラス：4㎜

アルミサッシ
W1700xH900

アルミサッシ
W1700xH900
ガラス：4㎜

アルミサッシ
W1700xH900
ガラス：4㎜

アルミサッシ
W1700xH900
ガラス：4㎜

ガラス：4㎜

ガラス：4㎜

FL-100

明り取り（ポリカー）

Ｗ900ｘＨ2000　厚35
枠：木製
ｶﾞﾗｽ：400x400

アルミドア

休憩室 17.81 m2

CH2700

CH2700

CH2700

CH2550

CH2300

鋼板t0.5 (小波）(撤去済み)

⑤⑨⑩既存解体（整備工場、車資材倉庫、オイル倉庫)

旧矢上営業所解体工事
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L=5.5m

L=14.1m
VUφ100　1/2

ガラス：3㎜

ガラス：4㎜

ガラス：4㎜ ガラス：4㎜

ガラス：4㎜ ガラス：4㎜ ガラス：4㎜

ガラス：4㎜ ガラス：4㎜ ガラス：4㎜ ガラス：4㎜ ガラス：4㎜

ガラス：4㎜

ガラス：4㎜ ガラス：4㎜

事務所
床：コンクリート金ゴテ
壁：合板　t9.0
天井：石膏ボードt9.0
　　　（木組天井下地）　
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Ｅ梁

Ｄ梁

Ａ梁

9
0
0

1,700

立面図・断面図
⑤⑨⑩既存解体（整備工場、車資材倉庫、オイル倉庫)

φ18(ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付)共通

東側立面図 1:100

西側立面図 1:100

北側立面図 1:100

南側立面図 1:100

旧矢上営業所解体工事



新建築設計事務所株式会社

事 務 所 登 録

一級建築士　登録第209864号

内 田 信 介

製 図 年 月 日 製 図 照 査 Ｎｏ ．
工事名称

図 名

特 記

Ａ

縮　 尺

ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ　ＯＦＦＩＣＥ 長崎県知事登録　 第( 22） -10267号

2023/11/13

A2(S=1: 50,
1: 100)

2,
61

5

2
,4

0
0

15
0

2
,5

5
0

▼最高高さ

▲軒高

▲GL

▼FL

北

1,
80
0

3,800 1,400 3,800

9,000

1,650 2,150 2,150 1,650
1,800

85
0

浴室

3.87 m2

脱衣室

2.96 m2 脱衣室

3.09 m2

洗濯室

2.52 m2

上り框：45x90

木床組　杉板t=15.0　
根太30x60＠300

木床組　杉板t=15.0　
根太30x60＠300

浴槽750ｘ900

上り框：45x90

建具枠30x160

建具枠30x160

踏込み：モルタル金ゴテ押え

木床組下：既存モザイクタイル貼

モザイクタイル貼

踏み段：モルタル金ゴテ押え

雨水桝

合板　t12.0+胴縁45x45　3段

建具枠30x160

建具枠30x160

ＷＷ

(2段)

ＷＷ ＷＷ

ＷＷ

Ｗ
Ｄ

ラ
ン

マ
付

き

Ｗ
Ｄ

ラ
ン

マ
付

き

6,070

2,
05

0

3,035 3,035

物干し

L-70x70x5　　SOP塗

L-50x50x4　　SOP途

⑫　物干し場　平面図　 1:50

1,650 2,150 1,400 2,150 1,650

9,000

2,
2
00

10
0

1
00

2
,6

1
5

2,
4
00

15
0

1,
0
20

1,160

350

20
0

1,160

1,
06

0
1,

0
00

2
,5

5
0

枠　30x100
木製建具+ガラス障子

木製建具+ガラス障子

木製ガラリ

枠　30x100

▼最高高さ

▲軒高

▲GL

▼FL

500 1,800 500

30
0

400

1,800 1
00

1,
80

0
4
5

28
0

2,
50

0

2,
61

5

木製建具+中抜きフラッシュ戸

▼最高高さ

▲軒高

▲GL

▼FL

1,650 2,150 1,400 2,150 1,650

9,000

1,800

1,
80

0
65

2
50

2
,6

1
5

500 1,800 500

2,
50

0

1
00

モルタル金ゴテ仕上げ
コンクリートスラブt120

モルタル塗
コンクリートブロックt=120

▼最高高さ

▲軒高

▲GL

▼FL

2
,3

0
0

2,050 30
0

母屋 45ｘ45

L-70x70x5

L-50x50x4

物干し 側面図 1:100

10
0

2,
2
00

2,
3
00

2
00

2,
50

0

1,650 2,150 1,400 2,150 1,650

9,000

2,
6
15

20
120

20

50 450 50 1
49

50
15

0
22

0

15
0

モザイクタイル貼

モザイクタイル貼
木床組　杉板t=15.0　
根太30x60＠300

モザイクタイル貼 モザイクタイル貼

モルタル金ゴテ仕上げ

モルタル金ゴテ仕上げ

防水モルタル金ゴテ仕上げ
▼最高高さ

▲軒高

▲GL

▼FL

1,800

17
0

2,
18
0

2,
5
00

11
5

2,
6
15

15
0 木　30ｘ45

枠　30x100

防水モルタル金ゴテ仕上げ

▼軒高

▼GL

▼最高高さ

30
0

L-70x70x5　　SOP塗

柱埋込部分共撤去

(仮定)

物干し正面図 1:100

700

50
0

700

50
0

13

※ｶﾞﾗｽ：4㎜

FRP製

4.43 m2
浴室

(設備工事)

⑥⑫既存解体（浴室洗面所、物干し場）

⑥　浴室洗面所　平面図　 1:50

浴室洗面所　Y-Y断面図 1:50 浴室洗面所　X-X断面図 1:50

東側立面図 1:100 南側立面図 1:100

西側立面図 1:100 北側立面図 1:100

旧矢上営業所解体工事



新建築設計事務所株式会社

事 務 所 登 録

一級建築士　登録第209864号

内 田 信 介

製 図 年 月 日 製 図 照 査 Ｎｏ ．
工事名称

図 名

特 記

Ａ

縮　 尺

ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ　ＯＦＦＩＣＥ 長崎県知事登録　 第( 22） -10267号

2023/11/10

A2( S=1: 50)

４３２１

Ｅ

^m
Ａ

S=1:50屋根平面図

4551,3652,275

7
,
4
6
0

1
,
8
2
0

4,
5
5
0

2
,
9
1
0

1
,
0
9
0

4,095

Ａ

ｐ

ｐ

ｐ

2
,
4
0
0

800150 870

浴　室

1
,
6
9
0

9
8
4

7
3
0

1
0
6

1
,
8
3
2

7
3
0

1
6
8

251871243

1
,
2
3
5

6
6
1

1
0
4

1
,
9
1
0

9
5
0

1
,
6
9
0

937.5 1,235 102.5

防火設備

防火設備

防火設備

防火設備

防火設備

防火設備

防火設備

樋

樋

樋

樋樋

樋

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

４３２１

Φ抜１００コア壁コンクリート既存

3
0
0

Ｈ＝１５０
ＬＰＧ基礎

500

1,125 1,150

+250

+200

+100
±０

３

３３

３ ３

7
,
4
6
0

4
,
5
5
0

9
1
0

2
,
0
0
0

4,095

1,8202,275

書類倉庫

4
,
5
5
0

2
,
9
1
0

2
,
7
3
0

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

1
,
0
9
0

仮眠室

4551,3652,275

玄関押入 ホール

洗面脱衣室

S=1:50平面詳細図

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

展開図示方向

筋違い　：　３０×９０（ダブル）

：自然給気口

m／h）排気）（47：パイプファン（

システム第３種２４時間換気

集水桝300角蓋共コンクリート

ΦＶＰ１００排水埋設管　

筋違い　：　３０×９０（シングル）

筋違い　：　３０×９０（ダブル）

3

管　柱　：　１０５×１０５（金物補強）

管　柱　：　１０５×１０５

通し柱　：　１２０×１２０

とする。Ｖ　て　全は柱の※　特記以外

cm）アンダーカット（1.0り／：通気措置有

凡　　　　　　例

６

５

４

３

２

Ｖ

Ｐ

Ｎ

ＨＤ－Ｂ１０は又Ｓ－ＨＤ１０へ）表三（

×２組

ＨＤ－Ｂ１５は又Ｓ－ＨＤ１５

ＨＤ－Ｂ２５は又Ｓ－ＨＤ２５

ＨＤ－Ｂ２０は又Ｓ－ＨＤ２０

ＨＤ－Ｂ１５は又Ｓ－ＨＤ１５

ち）表三（

ぬ）表三（

り）表三（

と）表三（

Ｍ１２）ボルト（羽子板

Ｍ１２）金物（ざく短

ＶＰ）プレート（山形

ち栓打み込し差ほぞ長

ＣＰ－Ｌ金物　かど

種 類の金物補強

は）表三（

に）表三（

ろ）表三（

告示表三

玄関・踏込み

ホール

仮眠室

脱衣室洗面所

浴室

書類倉庫

押入

内部仕上表

室名

化粧フローリング t=12

化粧フローリング t=12

塩ビシート t=2.5張り

磁器質50角 タイル貼
土間コンクリート モルタル下地

コンクリート t=120 の上 モルタル下地

束たて 床組構造用合板(針葉樹) t=12 下地、ポリスチレンフォーム 断熱材 t=25

束たて 床組構造用合板(針葉樹) t=12 下地、ポリスチレンフォーム 断熱材 t=25

束たて 床組構造用合板(針葉樹) t=12 下地、ポリスチレンフォーム 断熱材 t=25

土間コンクリート　即金コテ仕上

ラワン合板 t=5.5、ポリスチレンフォーム 断熱材 t=25

磁器質100角 タイル貼　

化粧木巾木

化粧木巾木

化粧木巾木

モルタル金コテ
コンクリート下地

雑巾摺

60

60

60

60

200

モルタル金コテ
木胴縁組下地石膏ボード t=12.5 下地

ビニールクロス貼
木胴縁組下地石膏ボード t=12.5 下地

ビニールクロス貼
木胴縁組下地石膏ボード t=12.5 下地

ビニールクロス貼

内装陶磁質100角タイル貼
コンクリート打ちっ放しの上 モルタル下地

メラミン化粧板(耐熱) t=3.0貼

木胴縁組下地石膏ボード t=12.5 下地

木胴縁組下地石膏ボード t=12.5 下地

ケイカル板 t=6.0 透かし貼
木胴縁組下地

木胴縁組下地
T1ラワンベニヤ板 t=4.0貼

ビニールクロス貼 化粧石膏ボード t=9.5貼り
木製野縁組下地　塩ビ廻り縁

化粧石膏ボード t=9.5貼り
木製野縁組下地　塩ビ廻り縁

化粧石膏ボード t=9.5貼り
木製野縁組下地　塩ビ廻り縁

硬質塩ビ製天井材 t=7.8貼（発泡ウレタン断熱材付）

化粧石膏ボード t=9.5貼り

化粧石膏ボード t=9.5貼り

木製野縁組下地　塩ビ廻り縁

木製野縁組下地　塩ビ廻り縁

T1ラワンベニヤ板 t=4.0貼
木製野縁組下地

木製野縁組下地

2400

2400

2400

2400

2400

洗面化粧台 W=600(BL認定品)

ポリバス浴槽1200×750半埋め

中段　枕棚

床 巾木 H 壁 天井 CH 備考

14

平面詳細図・屋根伏図

⑦既存解体（仮眠室）

旧矢上営業所解体工事



新建築設計事務所株式会社

事 務 所 登 録

一級建築士　登録第209864号

内 田 信 介

製 図 年 月 日 製 図 照 査 Ｎｏ ．
工事名称

図 名

特 記

Ａ

縮　 尺

ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ　ＯＦＦＩＣＥ 長崎県知事登録　 第( 22） -10267号
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立面図・断面図

南側立面図　東側立面図　 断面図－２　

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ｇ

4

10

Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ｄ

Ｈ

10

4

洗面脱衣室仮眠室

１ＦＬ

断面図－１　

ＧＬ

北側立面図　西側立面図　

Ｂ

Ｆ

Ｄ

Ｆ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｇ

Ｅ

Ｃ 仮眠室 押入

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

コロニアル葺

防火サイディング（ア）12

防火サイディング（ア）12

モルタル薄塗り

軒トイ 塩ビ 半円形100Φステンレス金物共

竪トイ 塩ビカラーパイプ65Φステンレス金物共

Ｇ

Ｆ

Ｈ

プロパン基礎

臭突 VPΦ90

符号 符号

防火ダンパー付壁付換気口

S=1:50 S=1:50

S=1:50

S=1:50S=1:50S=1:50

最高の高さ

軒の高さ

4095

18202275

4
4
7
2

3
5
0
0

9
7
2

2
9
0
0

6
0
0

500500

2
4
0
0

9
7
0

H=3.4m

Ｆ

500 500

4
3
0

9
7
0

1
0
0
0

2
4
0
0

3
,
0
0
0

1,0909104550 910

7460

A2(S=1:50) ⑦既存解体（仮眠室）

旧矢上営業所解体工事



コロニアル 葺 10
4

小屋束９０×９０

かすがい 両面打 ち

ひねり 金物

外壁：防火 サイディング(ｱ)12

鋼製束＠９１０

壁： ＰＢ( ｱ)１２.５ 下地 ビニールクロス

壁： ＰＢ( ｱ)１２.５ 下地 ビニールクロス

土間 コンクリート

1
5
0

1
5
0

5
5
0

2
7
5
0
（
横
架

材
間
距
離

）

1
5
0

2
5
0

4
0
0

2
0
0

4
0
0

6
0
0

2
9
0
0

3
5
0
0

9
7
2

4
4
7
2

大引：９０×９０＠９１０

土台：105×105

910 910 455 910

2275

5
5
0

5
0

450

ＧＬ

１ＦＬ

軒の高さ

最高 の高さ

1
0
0
0

C
H
-2
4
0
0

C
H
-2
4
0
0

2
0
0
0

4
0
0

フローリング(ｱ)１２

大引：９０×９０＠９１０

羽子板 ボルト φ１３

500

断熱材： グラスウール１０ kg( ｱ)１００

断熱材： グラスウール１０ kg( ｱ)７５

910 910 228 228 910

9
7
0

4
3
0

140

2
5

木胴縁15×45杉特１等
＠４５０

米ツガ 防腐注入材

土台 パッキン t=２０

１ ２

矩計図　　　１／２０

不燃（個） NM-9567 号

防火 サイディング(ｱ)12

軒天防火 サイディング(ｱ)12

シーリング

浴槽

シーリング

浴槽 と壁の取合 い

壁タイル とボード の取合 い

2
,
4
0
0

木野縁組

コンクリート 下地 タイル 下モルタル の上

2
8
0

1
2
0

450

ＧＬ

4
5
0

9
5
0

100

120

60 60

2
,
0
0
0

天井：化粧石膏 ボード(ｱ)9.5

天井：化粧石膏 ボード(ｱ)9.5

額縁：２５×１４０ 杉 ＳＯＰ 塗り

塩ビシート　 ｔ＝2.5 張り

防湿ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ ｱ)0.15

再生切込砕石( ｱ)１５０

アスファルトルーフィング９４０

母屋：９０×９０

構造用合板(針葉樹) t12

コンクリート 下地 タイル 下モルタル

40 60

＊床組部及 びＧＬ＋１０００ まで 防蟻処理 する 事。

タル 木：４５×６０＠４８８

廻り縁

＊壁 タイル と床タイル 取合 い、 壁タイル 入り隅部 ポリサルファイドシーリング

9
0
0

再生切込砕石

防火 サイディング(ｱ)12

硬質塩 ビ天井貼　 t=7.8

軒樋塩 ビ１００ Φ

構造用合板（針葉樹）( ｱ)１２ 構造用合板（針葉樹）( ｱ)１２

押出法 ポリスチレンフォーム１ 種( ｱ)２５ 押出法 ポリスチレンフォーム１ 種( ｱ)２５

木胴縁下地耐水石膏 ボード t=12.5 下地

ﾒﾗﾐﾝ 化粧板(耐熱) t=3.0 貼

内装100角 タイル( 陶器質)貼

磁器質５０角 タイル 貼

小屋筋違 い15×90 杉特１等

野縁36×45杉特１等

塩ビ製廻 り縁

塩ビ廻り縁

仮眠室 洗面脱衣所 浴室

根太：４５×６０＠３０３ 根太：４５×６０＠３０３

防湿 シート

防湿 シート

水切

モルタル 薄塗 り

水切：塗装溶融亜鉛めっき55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金めっき鋼板t=0.35

新建築設計事務所株式会社

事 務 所 登 録

一級建築士　登録第209864号

内 田 信 介

製 図 年 月 日 製 図 照 査 Ｎｏ ．
工事名称

図 名

特 記

Ａ

縮　 尺

ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ　ＯＦＦＩＣＥ 長崎県知事登録　 第( 22） -10267号
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仮眠室

玄 関 ホール

洗面脱衣室

書　庫

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
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化粧木巾木
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木胴縁組下地石膏 ﾎﾞ-ﾄﾞ ｔ=12.5 下地

ビニールクロス 貼

木胴縁組下地石膏 ﾎﾞ-ﾄﾞ ｔ=12.5 下地

ビニールクロス 貼

木胴縁組下地石膏 ﾎﾞ-ﾄﾞ ｔ=12.5 下地

モルタル 金コテ

１００角磁器 タイル

ラワンベニヤ T=4.0

ラワンベニヤ T=5.5

ラワンベニヤ T=5.5

ラワンベニヤ T=4.0

ラワンベニヤ T=5.5

ラワンベニヤ T=4.0

化粧木巾木

化粧木巾木

ケイカル 板目透 かし 貼
T=6.0

コンクリート 即金 コテ

3
5
0

モルタル 金コテ Ｈ＝２００

塩ビシート　 ｔ＝2.5 張り

ｐ

ＢＬ 製品
洗面化粧台 w=6001
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1
,
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Ａ Ｂ

2
,
4
0
0

ｐ

1
0
0
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,
9
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木野縁組下地硬質塩 ビ材貼

Ｄ ＤＣ Ｃ

5
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0

1
,
5
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0

内装１００角 タイル
磁器５０角 タイル

浴　室

ﾒﾗﾐﾝ 化粧板貼

木野縁組下地化粧耐水石膏 ﾎﾞ-ﾄﾞ ｔ=12.5 下地

木野縁組下地化粧石膏 ﾎﾞ-ﾄﾞ ｔ=9.5

化粧 フローリング 貼　 t=12

木野縁組下地化粧石膏 ﾎﾞ-ﾄﾞ ｔ=9.5

米栂90×120 ＣＬ

木野縁組下地化粧石膏 ﾎﾞ-ﾄﾞ ｔ=9.5

化粧 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 貼t=12

木野縁組下地化粧石膏 ﾎﾞ-ﾄﾞ ｔ=9.5
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洗面脱衣室

ホール
押入 玄関

仮眠室

書類倉庫

ＡＷ
１

ＡＷ
２

ＡＷ
１

ＡＷ
３

ＡＷ
３

１

２

ＡＤ

ＡＤ

１
ＷＤ ＷＤ ＷＤ

２ ２

１
符　号 個　数

姿図　寸法

形状　　　見込

材質　仕上

硝子

施錠

備考

場　　所

形状　　　見込

材質　仕上

硝子

施錠

備考

符　号 個　数

場　　所

１ｹ 所

ＡＷ

引き違い窓

アルミ

ＡＷ

２

引き違い窓

ＡＤ

１

アルミ

１ｹ 所

ＡＤ

１ｹ 所２

ＡＷ

引き違い窓

アルミ

３

１ｹ 所

建具表

　玄関

1,235

9
7
0

9
7
0

1,690

　書類倉庫、仮眠室 仮眠室

5
7
0

730

クレセント、アミ 戸 クレセント、アミ 戸 クレセント、アミ 戸

1,690

2
,
0
3
0

　書類倉庫

腰パネル 付き引き違戸

アルミ

ステンレスレール

引き戸錠

2
,
3
1
7

871

　玄関

アルミ

シリンダー 錠、 ドアチェック

アルミフラッシュ 片開 き戸

１ ２

ＷＤ ＷＤ

750

引き手

1,645

片引 き戸

２ｹ 所

パネル ｔ＝２．０

2
,
03
9

2
,
3
0
0

ライニング 折戸

建具符号平面図　 Ｓ＝１／１００

プッシュプルハンドル、ステンレス 敷居

兆番、 ローラーキャッチ、 枠共 ハンガー 金物、枠共

２ｹ 所 2ｹ所防火設備 防火設備 防火設備 防火設備 防火設備

網入 り型ガラス ｔ＝６．８ｍｍ網入 り型ガラス ｔ＝６．８ｍｍ網入 り型ガラス ｔ＝６．８ｍｍ網入 り型ガラス ｔ＝６．８ｍｍ

ＡＤ
３

ＡＤ

１ｹ 所３

　浴室玄関

ｐ

1
,
9
0
0

800

アルミ

アルミ 浴室用片開 き戸

浴室錠

アルミ 額縁、 レバーハンドル、ステンレス 敷居

仮眠室

ベニヤ 下地樹脂化粧 シート 貼 ベニヤ 下地樹脂化粧 シート 貼

洗面脱衣室、浴室

アルミパネル t=2、 型板 ｶﾞﾗｽ t=4

型板ｶﾞﾗｽ

網入 り型ガラス ｔ＝6.8ｍｍ

浴室

型板 ガラス t=4

新建築設計事務所株式会社

事 務 所 登 録

一級建築士　登録第209864号

内 田 信 介

製 図 年 月 日 製 図 照 査 Ｎｏ ．
工事名称

図 名

特 記

Ａ

縮　 尺

ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ　ＯＦＦＩＣＥ 長崎県知事登録　 第( 22） -10267号

2023/11/10

A2( S=1: 50)

建具符号図・建具表

⑦既存解体（仮眠室）
18

旧矢上営業所解体工事



910 910 455 1,820

2,275 1,365 455
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45×60＠303

4
5
×
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0
＠
3
0
3

凡例

火打 ち土台　：　９０×９０

土台　：　１０５×１０５

大引　：　９０×９０　＠９１０

根太　：　４５×６０　＠３０３

米栂防腐材注入材

Ａ
^m

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

１ ２ ３ ４

１階床伏図　 S=1:50

2,275 1,820
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0
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1
0

9
1
0

1
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2
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土台 パッキン２０

鋼製束＠910

土間 コンクリート(ｱ)150

基礎伏図　 S=1:50

土間 コンクリート(ｱ)150

土間 コンクリート(ｱ)150

土台 パッキン２０

600 6
0
0

ＬＰＧ 基礎
Ｈ＝１５０

土台ﾊﾟｯｷﾝ ｔ=20@900

Ａ
^m

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

１ ２ ３ ４

D13

D13

120

1
5
0

2
4
0

4
0
0

3
5
0

ＧＬ
D10＠250

D10＠250

鋼製束＠910

D10＠250

2
0
0
4
0
5
0

450

1
5
0

1
5
0

6060

S = 1 : 2 0

＠９００

アンカーボルト Ｍ１２＠1800 以下

土台 パッキン ｔ＝２０

1
2
0

1
0
0

D10＠250
犬走 り、 ﾎﾟｰﾁ

杉　特１等

杉　特１等

杉　特１等

防湿ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ ｱ)0.15

アンカーボルト Ｍ12＠1800 以下 Ｌ=400

再生切込砕石( ｱ)１５０

1,820

2
,
7
3
0

スラブ t=120

100100

コンクリート 壁　 H=950

Ｄ１０＠２００ タテヨコ 共

風呂場腰壁構造伏 せ図　Ｓ＝１：５０

間柱　：３３×１０５

筋かい：３０×９０

杉　特１等

杉　特１等
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2,275 1,820
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天井伏せ図　　　 S=1:50

１

２

符号 仕　　　上

１

２

２

２

１

１

木野縁組下地化粧石膏ﾎﾞ-ﾄﾞｔ=9.5

化粧防火サイデイング板ﾞｔ=12貼

３ 硬質塩ビ天井板　ｔ=7.8貼、発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ断熱材付、廻り縁共
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×
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0
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0
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0
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2,275 1,365 455

2,275 1,820

4,095

1
2
0
×

1
2
0

1
2
0
×
1
2
0

105×150

母屋　　：　９０×９０＠９７５

凡 例

タル 木　：　４５×６０＠４８８

火打梁　：　１０５×１０５

小屋束　：　９０×９０

柱　　　：　１０５×１０５

※特記 なき 梁は全て105×150とする。

樹　種

杉　特１等

杉　特１等

杉　特１等

米松　特１等

杉　特１等

杉　特１等

米松　特１等
米松　特１等

米松　特１等

米松　特１等

米松　特１等 米松　特１等

米松　特１等 米松　特１等

米
松
　
特

１
等
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米
松
　
特

１
等
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Ｅ
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＜機器標準取付高さ＞
特記 （１）項目は、番号の前に●印の付いたものを適用する。 ● 18 屋外の支持金物 屋外の支持金物、ボルト及びナットなどは、溶融亜鉛メッキ（HDZ35）仕上げ又はステンレス製（SUS304）とする。 （一般施設）

 なお、工事内容に直接的に該当する項目だけでなく、電気工事を施工する上で発生し得る標準的な項目にも●印を付記している。
（２）特記事項のうち選択する事項は、●印が付いたものを適用する。 ● 19 絶縁抵抗・接地抵抗 改修にかかわる電路は、施工前に絶縁抵抗及び接地抵抗を測定し監督職員に報告する。

 ●印が付かない場合は、※印が付いたものを適用する。 取引用計器 地上～窓中心 1800～2,000 表示盤 床上～中心 天井高×0.9 ※2
● 20 再使用機器 取り外した再使用機器は清掃し、性能確認のため絶縁抵抗測定を行う。 引込開閉器 地上～中心 1,800～2,000 壁付発信器 〃 1,300

1,500 ベル・ブザー・チャイム 〃 2,300
  ● 1 電気工作物の種類 ○ 事業用電気工作物 （ ○ 新設 ○ 既設 ） ● 21 撤去後の補修 壁付け器具、床置き機器、天井付け機器の撤去跡の取付ボルト孔、壁面、天井面の変色等は （上端1,900以下） 壁付押ボタン 〃 1,300

● 一般用電気工作物 （ ○ 新設 ● 既設 ） 監督職員と協議して補修を行う。 スイッチ 〃 1,300 壁付位置ボックス （一般） 床上～中心 300
身体障害者用スイッチ 〃 1,100 壁付位置ボックス （和室） 〃 150

● 2 電気工事士 最大電力５００kW以上の場合においても、電気工事士等の有資格者により施工を行う。 ● 22 貫通 既存のコンクリート床・壁などの貫通は、図面に特記なき場合、原則としてダイヤモンドカッターによる。 壁付コンセント （一般） 〃 300 身体障害者用親機 〃 1,300
また、事前に埋設物調査を行い、監督職員に報告する。  〃      （和室） 〃 150 身体障害者用子機 〃 1,100

  ● 3 工事用電力・水 本工事に必要な工事用電力、水及び官公署その他への諸手続きなどの費用は、すべて受注者の負担とする。  〃      （台上） 台下～中心 150～300 身体障害者用呼出ボタン 〃 900(400) ※３
・その他 ● 23 防火区画貫通処理 大臣認定を受けた工法で施工する場合は認定書の写しを監督職員に提出し承諾を受ける。  〃      （土間） 床上～中心 800～1,300 身体障害者用復帰ボタン 〃 1,500

施工完了後は防火措置工法の標識を施工場所の容易にわかる位置に貼り写真を撮影する。 ブラケット （一般） 〃 2,100～2,300 身体障害者用表示灯 〃 2,300
  4 本受電時の基本料金 基本料金（契約種別： 契約電力：   ｋW 期間：   日間） （踊場） 〃 2,000～2,500 インターホン 〃 1,300 ※4

● 24 配管本数・管路等 分電盤、制御盤及び端子盤等の二次側以降の配管配線経路、配線太さ、配線本数及び管径等は監督職員の承諾 （鏡上） 鏡上端～中心 150
  ● 5 工事用仮設物 すべて受注者の負担とする。 を受けて変更しても差し支えない。また、機械室等の床配線は図面上PF管で記載している場合であっても、

構内につくることが （ ※ できる。 ○ できない。）   立ち上げ部分等の露出配管部分は金属管とし、その場合は全長に亘って接地線を設ける。 壁掛形制御盤 床上～中心 1,500 直列ユニット （一般） 床上～中心 300
（上端1,900以下） 直列ユニット （和室） 〃 150

● 6 監督員事務所 ※ 設けない ○ 設ける ● 25 露出金属配管の塗装 図面に特記なき場合、塗装（調合ペイント２回塗り）する。 手元開閉器 〃 1,500 機器収容箱 天井下～上端 200
操作スイッチ 〃 1,300 受信機・副受信機 床上～中心 800～1,500

● 7 登録（届出）を示す 公衆の見やすい場所に「電気工事業の業務の適正化に関する法律」による登録（届出）をおこなった   ● 26 金属製可とう電線管 図面に特記なき場合、仕様は下記のとおりとする。 警報盤 〃 1,800 機器収容箱 〃 800～1,500
標識 ことを示す標識を設置する。（下請を含む） 屋内：ビニル被覆なし   屋外：ビニル被覆あり・防水 端子盤（室内） 床上～下端 300 発信機 〃 800～1,500

集合保安器箱 天井下～上端 200 ベル 〃 2,300
  8 石綿含有建材の調査 事前調査 工事の着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等により石綿を含有している吹き付け材、成形板、 ● 27 電路の保護 特記のない屋内の引下げ部分及び露出部分の配線はメタルモールにて保護し、貫通部分の配線は金属管等にて保護する。 壁付位置ボックス （一般） 床上～中心 300 表示灯 〃 2,100

建築材料等の使用の有無について書面調査及び現地調査を実施し、監督職員に報告する。 壁付位置ボックス （和室） 〃 150 ガス検知器 床上～上端 300以内
  ● 28 呼び線 長さ1m以上の入線しない電線管には1.2mm以上の樹脂製被覆鉄線を挿入する。 壁付電話機 （一般） 〃 1,300 （LPガス） (壁付けの場合）

調査範囲 ※ 改修対象部位 ○ 図示 壁掛形親時計 床上～中心 1,500 ガス検知器 天井面～下端 300以内
● 29 アース線 ケーブルの1心を接地線として使用する場合は、緑色の心線とする。ただし、同一サイズ以上のEM-IE電線（緑色） （上端1,900以下） （都市ガス）

● 9 PCB使用機器 PCB使用のおそれがある機器については、その旨を監督職員に報告し、指示を受ける。 で代用してもよい。なお、やむを得ず緑色の心線又は電線を使用できない場合は、端末部分に緑色のテーピング処理 子時計 〃 天井高さ×0.9 ※2
を施し、アース線と判断できるようにする。 壁掛形スピーカ 〃 天井高さ×0.9 ※2 接地用端子箱 地上・床上 500

● 10 再資源化等 蛍光ランプ、HIDランプ（建設資材廃棄物）の再資源化を （ ※ する。 ○ しない。） 壁付アッテネータ 〃 1,300 ~中心
● 30 電線・ケーブルの プルボックス、盤、ハンドホール内及び要所の電線・ケーブルには、回路の種別、線種、行先等を示した 時報子時計 〃 2,300 水道集中検針盤 床上～中心 1,500

  11 建設発生土の処理 ○ 構外指示の場所(他の工事に流用する場合) 表示札 表示札を取り付ける。 非常用コール釦 （浴室） 床上～中心 800 非常用コール釦 （便所） 便座前端 200~400
受け入れ場所 名 称 （ ） 非常用コール釦 （便所） 〃 400~600 （横方向位置） ~中心

所在地 （ ） ● 31 盤類の塗装 盤類キャビネットの塗装は、指定色仕上げとする。 非常用コール釦 （寝室） 〃 500
処理費 ： ○ 有償 ・ ※ 無償
受け入れ場所での処理 ○ 敷き均し ・ ※ たい積  ● 32 予備配管 埋込形分電盤からの立上がり予備配管は、予備の配線用遮断器4個以下の場合（PF22）を1本、 ※1 施工上、本表と相違が生じる場合は、監督職員と協議する。

  ○ 構外指示の場所（処分場へ搬出の場合） 5個以上の場合（PF22）を2本、天井まで立上げる。なお、スラブ天井の場合は、天井又は ※2 （天井高）×0.9及び（天井高）×0.8は、天井高が2,500~3,000mmの場合に適用する。
本工事により発生する建設発生土（残土）の搬出は、「公表用積算基準（長崎県土木部）」の残土処分受入業者 梁下200mmまで立上げ、アウトレットボックスを取付ける。 ※3 身体障害者用呼出ボタンの取付高さ(400)は、床に転倒したときを考慮した高さを示す。

  一覧表に掲載の処理場から選定するものとする。 ※4 カメラ付の場合は、レンズに顔が映る位置に調整する。
受け入れ場所 名 称 （ ） ● 33 屋外盤への引き込み 屋外設置の盤類へ露出配管で引込む場合は、原則として盤の下部より引込む。

所在地 （ ） （共同住宅）
運搬距離 （ ） km ● 34 照度測定 照明器具を新設又は改修する場合、施工前及び施工後の照度を測定し監督職員へ報告する。

処分費 ： ※ 有償 ・ ○ 無償 一般照明 ※ する ○ しない
受け入れ場所での処理 ○ 敷き均し ・ ※ たい積  非常照明 ● する スイッチ 床上~中心 1,100 インターホン 床上~中心 1,250

○ 構内指示の場所に敷き均し 壁付けコンセント （一般） 〃 400 直列ユニット （一般） 〃 400
○ 構内指示の場所にたい積 ● 35 照度計算書及び 照明器具の承諾図を提出する際は、当該機種による照度計算書及び照度分布図を併せて提出する。 壁付けコンセント （和室） 〃 300 直列ユニット （和室） 〃 300

照度分布図 なお、改修工事においては、施工前の照度測定結果も併せて提出する。 壁付位置ボックス （一般） 〃 400
  ● 12 足場その他 ● 別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。 壁付位置ボックス （和室） 〃 300

● 本工事で設置する。（改修工事標準仕様書第1編2.2.2によるほか下記による。） ● 36 照明器具の接地 コードペンダント以外の放電灯器具、LED照明及び水気のある場所の白熱灯器具は接地する。
○ 内部足場等 （ ○ 種 ○ 種 ） なお金属管配線の場合は、配管を利用してもよい。（乾燥した場所の27W以下のコンパクト形器具を除く） ※1 施工上、本表と相違が生じる場合は、監督職員と協議する。
○ 外部足場等 （ ○ 種 ○ 種 ） ※2 上表に記載のないものについては、「一般施設」を適用する。

  ○ 建築工事で設置する。 ● 37 外灯 ポールと組み合わせる器具については、ポール内ジョイント器具（ブレーカ内蔵）を設ける。
○ 機械設備工事で設置する。

● 38 外灯ポール 外灯ポールは、亜鉛付着量350g/㎡（JIS H8641「溶融亜鉛めっき」に規定するHDZ35）以上の
● 13 耐震措置 重量が1kNを超える設備機器及び図面に特記された設備機器は、施設の分類並びに機器の種別、重要度及び設置階に 溶融亜鉛めっきを施し、エッチングプライマー、指定色仕上げとする。 （特記事項）

応じて、次の設計用水平地震力及び設計用鉛直地震力に対し、移動、転倒、破損等が生じないように固定する。
● 39 発電機回路コンセント 発電機回路に接続されるコンセントは回路種別が識別できるものとする。

● 施工に際し、耐震強度計算書を監督職員に提出し、承諾を受けるものとする。
● 施工状況の写真を撮影する。 ● 40 受変電設備 受変電設備を変更する際は、承諾図作成前に施設の主任技術者の承認を受ける。
１） 設計用水平地震力

機器の重量［ｋN］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。なお、特記なき場合、 ● 41 構内柱 構内柱を建柱する際は、承諾図作成時に強度計算を行う。
  設計用水平震度は次による。

● 42 地下埋設物 掘削工事を行う際は、事前に既設管路の調査を行い、監督職員に報告した後に掘削する。
  設計用標準水平震度

○ ○ ● 43 標識シート 地中線路に設ける標識シートはダブルとする。
 

機器 ● 44 地中埋設標 敷設箇所については図面による。
防振支持の機器 材質は、図面に特記なき場合、舗装部分は鉄製、それ以外はコンクリート製とする。
水槽類

  機器   45 配管引込部の 想定沈下量
防振支持の機器 地盤変異への対応 ○ 小規模 ○ 中規模 ○ 大規模
水槽類
機器 ● 46 接地極 接地極の材料は、下表による。
防振支持の機器 （EB：D＝14、L＝1,500 EP：900×900×1.5t）
水槽類

（注）
上層階の定義は次による。 共同接地 ＥＡ・Ｃ・Ｄ １枚以上
2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層３階、 Ａ種接地 ＥＡ １枚以上
13階建以上の場合は上層4階とする。 Ｂ種接地 ＥＢ １枚以上
中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの。 Ｃ種接地 ＥＣ ６本以上
水槽類には燃料小出タンクを含む。 D種接地 ＥＤ １本以上
重要機器は次のものを示す。 漏電遮断器回路用 ＥＥＬＣＢ １本以上

● 配電盤 ・ ● 発電装置（防災用） ・ ● 直流電源装置 ・ ● 交流無停電電源装置 構内交換機用 １枚以上
● 交換装置 ・ ● 自動火災報知受信機 ・ ● 中央監視装置 ・ ● 通信総合盤 直流電源装置（陽極）（１０Ω以下） ２本以上

２） 設計用鉛直地震力 保安用（１０Ω以下） ＥＡｔ ６本以上
設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。 保安用（１００Ω以下） ＥＤｔ １本以上

拡声用増幅器（１００Ω以下） ＥDa １本以上
● 14 姿図等 姿図は参考とし、製造メーカーを特定するものではない。 電話引込口の保安器用（１００Ω以下） ＥLT １本以上

また、姿図の形状寸法等は、図面表示と多少相違してもよい。ただし、監督職員の承諾を受ける。 雷保護設備 ＥＬ 1枚以上
高圧避雷器 ＥＬＨ 1枚以上

● 15 機器標準取付高さ 図面に特記なき場合、機器の取付高さは右表による。 低圧避雷器 ＥLL ６本以上
Ｅo １本以上

● 16 表示 ・ハンドホール及びマンホールのふたは、中央に N 表示、用途別に「電力」「通信」と表示する。 （接地抵抗の値は、電気設備技術基準の各接地抵抗値の50%以下を目安とする）
・スイッチ、コンセント、カバープレート及びプルボックスなどで用途を判断難いものは、

   下表により表示する。 ● 47 他工事又は他工種との 図面に特記なき場合、工事区分表による。
 （一般用強電は黒字とし、防災用強電及び弱電は赤字とする） 工事区分

 

 

  ● 17 フラッシュプレート 図面に特記なき場合、フラッシュプレートの材質は下記のとおりとする。
住戸内：樹脂製、その他（屋内）：新金属製、その他（屋外）：ステンレス製
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引込
撤去:(VE22)

撤去:ﾃﾚﾋﾞｱﾝﾃﾅ

撤去:腕金900

撤去:CV8ﾟ-3C(PF28)

撤去:UTP0.5-4P(CD28)撤去:CV8ﾟ-3C(PF28)

撤去:CV14ﾟ-3C(VE28)

撤去:CV8ﾟ-3C(VE28)

撤去:CV22ﾟ-3C(VE28)

撤去:DV2.0-2C

B

1515

3

2

WP

LED

WP

2

50A

15･20A

221V

ITV

B

30A

Wh

特記なき記号は下記による。

記号 名称 備考

撤去:露出ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ

撤去:丸形露出ﾎﾞｯｸｽ

撤去:ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ(VE) 150x150x150

撤去:ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ(VE) 200x200x100

撤去:ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ

撤去:防雨入線ｶﾊﾞｰ

撤去:ｽｲｯﾁ 1P15Ax1

撤去:ｽｲｯﾁ 1P15Ax2

撤去:ｽｲｯﾁ 1P15Ax3

撤去:ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax1

撤去:ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax2

撤去:ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax3

撤去:ｺﾝｾﾝﾄ 2P15･20Ax1

撤去:防水ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax2EET

撤去:ﾌﾛｱｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax2

撤去:ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax1

撤去:FL10x1 露出

撤去:FL20x1 露出

撤去:FL40x1 露出

撤去:FL40x2 露出

撤去:FL20x4 露出

撤去:LEDｽﾎﾟｯﾄﾗｲﾄ

撤去:分電盤 600x1000x200

撤去:引込開閉器盤 300x300x200VE

撤去:配線用遮断器 30A

撤去:配線用遮断器 50A

撤去:電話用ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ

撤去:保安器

撤去:2分配器

撤去:ﾎｰﾝ形ｽﾋﾟｰｶｰ

撤去:ﾄﾞｰﾑ型ｶﾒﾗ

撤去:ITV機器(ﾓﾆﾀｰ､ﾚｺｰﾀﾞｰ)

電力量計(九州電力)

特記なき配線は下記による。

撤去:VVF1.6-2C(MM1-A)

撤去:S-5C-FB

(M)

S5C

A2:1/100
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【事務所】電気設備　平面図ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ　ＯＦＦＩＣＥ 長崎県知事登録　第(22)-10267号
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Ｅ

特 記

図 名

工 事 名 称
Ｎｏ．照 査製 図製 図 年 月 日

内 田 信 介 　

一級建築士　登録第209864号

事 務 所 登 録

株 式 会 社 新 建 築 設 計 事 務 所 旧矢上営業所解体工事
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特記なき記号は下記による。

記号 名称 備考

撤去:ｽｲｯﾁ 1P15Ax1

撤去:ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax2

撤去:FL40x2 吊下

長崎県知事登録　第(22)-10267号ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ　ＯＦＦＩＣＥ
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工 事 名 称
Ｎｏ．照 査製 図製 図 年 月 日

内 田 信 介 　

一級建築士　登録第209864号

事 務 所 登 録

株 式 会 社 新 建 築 設 計 事 務 所 旧矢上営業所解体工事

【オイル倉庫】電気設備　平面図

オイル倉庫
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吊

撤去:CV8-3C(VE42)

撤去:CV8-3C(VE42)

撤去:CV8-3C

撤去:配線用遮断器 30Ax2,50Ax2,60Ax2,75Ax1,100Ax2,225Ax1

撤去:腕金900

撤去:腕金900

2

3

B

Wh

30A

特記なき記号は下記による。

記号 名称 備考

撤去:露出ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ

撤去:丸形露出ﾎﾞｯｸｽ

撤去:ｽｲｯﾁ 1P15Ax1

撤去:ｽｲｯﾁ 1P15Ax3

撤去:ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax1

撤去:ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax2

撤去:ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax3

撤去:引掛けｼｰﾘﾝｸﾞ

撤去:FL20x1 露出

撤去:FL20x1 露出

撤去:FL20x2 露出

撤去:FL40x1 露出

撤去:FL40x2 露出

撤去:FL40x2 露出

撤去:FL40x2 吊下

撤去:FCL30+32 吊下

撤去:分電盤 400x300x200

撤去:ｺﾝﾃﾞﾝｻ

撤去:配線用遮断器 30A

撤去:ﾁｬｲﾑ

撤去:押ﾎﾞﾀﾝ

電力量計(九州電力)

特記なき配線は下記による。

撤去:IV1.6x2(C19)

撤去:IV1.6x3(C19)

撤去:IV1.6x4(C19)

撤去:IV2.0x2(C19)

IV1.6(C)

IV1.6(C)

IV1.6(C)

IV2.0(C)

長崎県知事登録　第(22)-10267号ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ　ＯＦＦＩＣＥ 【整備工場】電気設備　平面図
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特記なき記号は下記による。

記号 名称 備考

撤去:ｽｲｯﾁ･ｺﾝｾﾝﾄ 1P15Ax1,2P15Ax1

撤去:ｽｲｯﾁ 1P15Ax2

撤去:FL20x1 露出

撤去:IL40x1 ﾌﾞﾗｹｯﾄﾗｲﾄ

A2:1/100

06

ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ　ＯＦＦＩＣＥ 長崎県知事登録　第(22)-10267号

縮 　 尺

Ｅ

特 記

図 名

工 事 名 称
Ｎｏ．照 査製 図製 図 年 月 日

内 田 信 介 　

一級建築士　登録第209864号

事 務 所 登 録

株 式 会 社 新 建 築 設 計 事 務 所 旧矢上営業所解体工事

【浴室洗面所】電気設備　平面図
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特記なき記号は下記による。

記号 名称 備考

撤去:ｽｲｯﾁ 1P15Ax1

撤去:ｽｲｯﾁ 1P15Ax2

撤去:ｽｲｯﾁ 1P15Ax3

撤去:防雨入線ｶﾊﾞｰ

撤去:ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax1

撤去:ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax2

撤去:ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax1EET

撤去:ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax2EET

撤去:防水ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax2EET

撤去:FL20x1 露出

撤去:FL20x2 露出

撤去:FL40x1 露出

撤去:FCL30x1 露出

撤去:IL40x1 ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ

撤去:IL40x1 ﾌﾞﾗｹｯﾄﾗｲﾄ

撤去:分電盤(VE) 600x300x200

A2:1/100

07
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事 務 所 登 録

株 式 会 社 新 建 築 設 計 事 務 所 旧矢上営業所解体工事



特記   1 自動洗浄装置及び 個別感知フラッシュ方式 （ ○ ＡＣ電源 ○ 自己発電 ） ● 4 冷媒（フロン類）の ● 本工事 ○ 別途
（１）章及び項目は、●印の付いたものを適用する。 その組み込み小便器 回収 冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、改修標準仕様書第３編２．４．３により、次の書類を監督職員に提出する。
（２）特記事項のうち選択する事項は、●印の付いたものを適用する。 ○ フロン回収行程管理票の写し

  2 小便器 壁掛け小便器(低リップタイプ)のリップ高さは、特記なき限り床上 350mm以下 とする。（長崎県福祉のまちづくり条例） ● 特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）の写し

  3 衛生器具ユニット ユニットの配管材料は図示による。   5 冷媒（フロン類以外） ○ 冷媒臭化リチウムは、産業廃棄物「廃アルカリ」の処分業許可を有する処理施設にて処分する。
の回収 ○ アンモニア冷媒等の毒性物質に限らず、フロン以外の冷媒については回収、中和処理等を行う。

    1 設計温湿度   4 洗面器・手洗器 洗面器および手洗器は止水栓付とする。
  6 消火用ハロンの処理 ○ ハロン1301は原則、設置業者（防災メーカー）による回収とする。

  5 自動水栓の電源種別 ○ ＡＣ電源 ○ 自己発電 ○ ハロン1211・2402は破壊処理とする。

  7 燃料の処理 ○ 空調・給湯設備用燃料タンク及び配管内の燃料撤去は（ ○ 本工事 ○ 別途工事 ）とする。
○ 重油系燃料タンクは撤去前にスラッジ処理及び中和処理を行う。

    2 鋼板製煙道 （１） ばいじん量測定口、伸縮継手及び掃除口の位置は図示による。
（２） 鋼板厚 （ ○ 3.2mm ○ 4.5mm ）   1 水栓 ○ 台所流し用の水栓は泡沫式とする。 ○ 混合水栓は逆止弁付とする。   8 浄化槽等の処理 ○ 浄化槽、又は便槽の汚物汲取り・清掃・消毒は工事に含まない。

○ 壁付き混合水栓は脚部止水付とする。 ○ ２ハンドルシャワーバス水栓は一時止水ありタイプとする。
    3 ダクト ○ 低圧ダクト ○ 流し台・調理台・実験流し台等に取り付ける水栓には止水栓を設ける。   9 インフラ配管 ○ 給水引込管は（ ○ 給水本管取出部 ○ 敷地境界 ○ 図示箇所 ）にてプラグ止めとする。

○ コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分） ○ アングルフランジ工法 ○ 給水メーターボックスは敷地境界プラグ止め箇所に移設し、給水装置休止手続きを行う。
○ ボックス接続部等において、納まり上施工が困難な場合はフレキシブルダクトを用いて良い。   2 水石けん・薬液等の補充 水石けん入れや滅菌装置等は、水石けんや薬液等を補充の上、動作・濃度調整等、異常なきことを確認する。 ○ 下水道引込管は（ ○ 下水道本管接続部 ○ 敷地境界 ○ 図示箇所 ）にてキャップ止めとする。

ただし1,500mm以下とする。 ○ ガス引込管は（ ○ ガス本管取出部 ○ 敷地境界 ○ 図示箇所 ）にてプラグ止めとする。
  3 量水器 ○ 親メーター（貸与品） （ ○ 直読式 ○ パルス式 ）

    4 チャンバー （１） 内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。 ○ 子メーター（買取り） （ ○ 直読式 ○ パルス式 ） ● 10 配管・保温等 ● 躯体撤去時の掘削範囲に敷設されている埋設配管類の撤去は、躯体と同時に撤去されるものとする。
（２） 空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音内貼りしたチャンバーには ● 弁桝や汚水桝は配管撤去時に同時に撤去されるものとする。ただし、汚水桝SC-4、5については特記による。

  点検口を設ける。なお、大きさは図示による。   4 量水器桝 ○ 水道事業者指定品 ○ 標準図ＭＣ形 ● 配管付属品（バルブ・フレキ等）は配管と同時に撤去されるものとする。
（３） 外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないように施工する。 ● 保温は配管と同時に撤去されるものとする。

  5 弁類 図面に特記のなき場合、仕切弁・玉形弁の呼び圧力は水道直結部分をJIS又はJV 10Kとし、二次側部分はJIS又はJV 5Kとする。 ● 躯体打込配管や排水金物類は躯体と同時に撤去されるものとする。
  5 ダンパー （１） 防煙ダンパー 復帰方式：遠隔復帰式（定格入力はDC24V以下とする。）

（２） ピストンダンパー 復帰方式：遠隔復帰式 ● 6 埋設仕切弁 地中埋設する仕切弁は埋設型10K弁棒非昇降式とする。
  ● 1 足場・その他 ○ 別契約の受注者、または関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

  6 空調ドレン配管 リフトアップ部から管末まで配管施工とする。ただし、リフトアップ部において既存改修等納まり上施工が困難な場所は   7 管の地中埋設深さ 埋設深さ（管の上端深さ）は原則、車両通行部分は600mm以上とし、その他の部分は300㎜以上とする。 ● 本工事で設置する。
材質について協議の上、フレキシブルホース等を用いて良い。なおリフトアップ部は保温を施すこと。 ● 内部足場 ● 外部足場

    8 残留塩素 受水槽以降の飲料水配管の場合、端末において遊離残留塩素が0.2ppm以上検出されるまで消毒を行う。
  7 弁類 ○ 図面に特記のなき場合の呼び圧力は、JIS又はJV 5Kとする。 また水道直結方式の場合、端末において遊離残留塩素が0.1ppm以上あることを確認する。

  ○ ファンコイルユニットと冷温水管の接続部（往・還）にはボール弁を取り付ける。   1 建設発生土の処理 ○ 構外指示の場所（処分場へ搬出の場合）
    9 建物導入部配管 ○ 建築物導入部の変位吸収方法は、標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）による。 本工事により発生する建設発生土（残土）の搬出は、「公表用積算基準（長崎県土木部）」の残土処分受入業者

  8 油管の接合 地中埋設の油管は溶接接合とする。 （ ○ （ａ） ○ （ｂ） ○ （ｃ） ） 一覧表に掲載の処理場から選定するものとする。
○ 図示による。 受け入れ場所 名称 （ ）

    9 保温及び消音内貼 ○ 還りダクト（保温の厚さ 25mm、範囲は図示による。） 所在地 （ ）
○ 外気取り入れ用ダクト（保温の厚さ 25mm、範囲は図示による。）   10 引込納付金等 ○ 不要 ○ 要（ ○ 本工事 ○ 別途工事 ） 金額（              円） 運搬距離 （ ） km
○ 膨張管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水管の保温は、標準仕様書第２編３．１．４の温水管の項による。 処分費 ○ 有償 ○ 無償
○ 建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第２編３．１．４の温水管の項による。（エア抜き弁以降の配管は除く。） 受け入れ場所での処理 ○ 敷き均し ・ ※ たい積 

  ○ 冷媒管の保温外装は下記による。   1 洗面器・台所流し等の 洗面器及び手洗器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。 ○ 構内指示の場所に敷き均し
屋内露出 ○ 保温化粧ケース（ ○ 樹脂製 ○ ) 排水管 台所流し等のトラップ接続は直管接続とし、ジャバラホースは使用しないこと。（建築工事の流し台についても適用する ○ 構内指示の場所にたい積

  屋外露出 ○ 保温化粧ケース（ ○ 樹脂製 ○ ) ため、事前確認要）
○ ステンレス鋼板 ○ 溶融アルミニウム亜鉛鉄板

冷媒管の保温化粧ケースは室外機接続部まで施工すること。   2 満水試験継手 取り付け位置は図示による。   1 耐震施工 設備機器の固定は、施設の分類に応じて次による。
（１） 設計用水平地震力

  10 振れ止め 屋内機が天井吊形、カセット形で吊り長さ1,000mmを超える吊りボルトを用いて設置した場合は振れ止めを設ける。   3 放流納付金等 ○ 不要 ○ 要（ ○ 本工事 ○ 別途工事 ） 金額（              円） 機器の重量（水槽類は満水時の液体重量を含む設備機器総重量）に、地域係数及び次に示す設計用標準水平
振れ止め材を固定する締め具はボルト固定式（建築設備耐震設計・施工指針準拠品）とする。 震度を乗じたものとする。

  11 屋外ユニット仕様 屋外ユニットは（ ○ 耐重塩害仕様 ○ 耐塩害仕様 ○ 標準仕様 ）とする。   1 弁類 図面に特記のなき場合、仕切弁・玉形弁の呼び圧力は水道直結部分をJIS又はJV 10Kとし、二次側部分はJIS又はJV 5Kとする。 ○ ○

  12 建物導入部配管 ○ 建築物導入部の変位吸収方法は、標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）による。   2 油管の接合 地中埋設の油管は溶接接合とする。 機器
（ ○ （ａ） ○ （ｂ） ○ （ｃ） ） 防振支持の機器

  ○ 図示による。   3 建物導入部配管 ○ 建築物導入部の変位吸収方法は、標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）による。 水槽類
（ ○ （ａ） ○ （ｂ） ○ （ｃ） ） 機器

    13 薬液等の補充 薬注装置等は薬液等を補充の上、動作・濃度調整等、異常なきことを確認する。 ○ 図示による。 防振支持の機器
水槽類

  機器
    1 メーター ○ 親メーター（貸与品） （ ○ 直読式 ○ パルス式 ） 防振支持の機器

○ 子メーター（買取り） （ ○ 直読式 ○ パルス式 ） 水槽類
・上層階の定義は次による。

  2 ガス漏れ警報器 ○ 本工事（図示による） ○ 別途工事  地階を除く２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は上層３階、
    1 ダクト ○ 低圧ダクト  １３階建以上の場合は上層４階とする。中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。

○ コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分） ○ アングルフランジ工法   3 建物導入部配管 ○ 建築物導入部の変位吸収方法は、標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）による。 ・水槽類にはオイルタンクを含む。
○ 機器接続部等において、納まり上施工が困難な場合はフレキシブルダクトを用いて良い。ただし1,500mm以下とする。 （ ○ （ａ） ○ （ｂ） ○ （ｃ） ） ・重要機器は次のものを示す。

また、管材が硬質塩化ビニル製の箇所は、樹脂製フレキシブル継手とし、管材が金属性の箇所は、不燃認定品かつ ○ 図示による。 ○ 給水機器 （ ） ○ 排水機器 （ ）
耐食性に優れた金属製フレキシブル継手とする。 ○ 換気機器 （ ） ○ 空調機器 （ ）

○ 外壁に給気口もしくは排気口を有するダクトは、屋内側に上り勾配とし雨水侵入対策を講じる。   4 引込負担金等 ○ 不要 ○ 要（ ○ 本工事 ○ 別途工事 ） 金額（              円） ○ 熱源機器 （ ） ○ 防災設備 （ ）
上記施工が困難な箇所においても、ダクト内部に止水板を取り付ける等の対策を講じる。 ○ 監視制御設備 （ ） ○ 危険物貯蔵装置 （ ）

○ 厨房系統の排気ダクト ○ 火を使用する設備 （ ）
アングルフランジ工法とする。   1 建物導入部配管 ○ 建築物導入部の変位吸収方法は、標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）による。 ○ 避難経路上に設置する機器 （ ）
材質 ○ 亜鉛鉄板製 ○ ステンレス鋼板製 （ ○ （ａ） ○ （ｂ） ○ （ｃ） ） （２） 設計用鉛直地震力
板厚 ○ ダクトの長辺450mm以下は0.6mm以上 ○ ダクトの長辺451～1,200mmは0.8mm以上 ○ 図示による。 設計用水平震度の１/２とする。

（３） 100kg以上の機器の耐震支持について、アンカーボルトの耐震計算等を行い監督員の承諾を得ること。
  2 チャンバー （１） 内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

  （２） 空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音内貼りしたチャンバーには、 ● 2 施工調査 事前調査 ● 本工事 ○ 別途
点検口を設ける。なお、大きさは図示による。 調査内容 調査項目 ● 既存資料調査 ○ （ ）

  （３） 外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないように施工する。 調査範囲 ○ 図示 ○ （ ）
  1 処理能力 ○ 処理対象人員     人 ○ 処理水量     m3/日 ○ BOD     mg/L以下 調査方法 ○ 図示 ○ （ ）

  3 ダンパー （１） 防煙ダンパー 復帰方式：遠隔復帰式（定格入力はDC24V以下とする。）
（２） ピストンダンパー 復帰方式：遠隔復帰式   2 マンホール マンホールはロック機構付とする。   3 総合試運転調整 ○ 本工事 ○ 別途

調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）
    4 シールする排気ダクト ○ 厨房系統 ○ 浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統   3 型枠 柱型枠などの型枠はコンクリート打設後に養生期間をとり、その後取り外し、充填状況を確認する。 ○ 風量調整 ○ 水量調整 ○ 室内外空気の温湿度の測定

の系統 ○ （ ） ○ 室内気流及びじんあいの測定 ○ 騒音の測定 ○ 飲料水の水質の測定
  4 測定表 使用開始後３ヶ月を経過した日から５ヶ月以内に指定検査機関による法定検査を受け測定表を提出する。 ○ 雑用水の水質の測定 ○ （ ）

 
  5 保温 ○ 全熱交換ユニット用の外気取り入れ用ダクト（保温の厚さ 25mm、範囲は図示による。）   5 概要掲示板 浄化槽の概要を表示した合成樹脂製のパネル（Ａ３サイズ程度）を設置する。記載内容は下記内容とする。   4 容量等の表示 （１） 機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

○ 多湿箇所のダクトの保温（保温の厚さ 50mm、範囲は図示による。）   ＜参考＞ 〇〇〇〇〇〇はメーカー名 （２） 電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。
○ （ ○ 厨房 ○ 給湯室 ）の隠ぺい箇所の排気用ダクトの保温の仕様はｈ・(イ)・Ⅸとし範囲は図示による。

    5 地中埋設標等 （１） 地中埋設標 ○ 要
  6 24時間換気 スイッチに24時間換気スイッチであることを明記する。 （２） 埋設標示テープ ○ 要（排水管を除く）

  6 絶縁継手 図示の位置に取り付ける。

  7 既存躯体への穿孔 はつり、穴開け及び穿孔を行う場合は、事前に走査式埋設物調査を行う。ただし、走査式埋設物調査で埋設物の調査が
    1 ダクト ○ 亜鉛鉄板 ○ 鋼板（厚さ1.6mm） できない場合は、監督職員との協議による。

    2 排煙口の形式 図示による。 ● 8 他工事又は他工種 図面に特記なき場合は、建築・設備工事特記仕様書 別表－１（工事区分表）による。
との取り合い ただし、これにより難い場合は、監督職員と協議する。

    3 排煙口開放及び ○ 電気式 （遠隔操作 ○ 要 ○ 不要 ）
復帰方式 排煙口から手動開放装置への配線は、標準仕様書第４編１．５．１表４．１．１１による耐熱・耐火ケーブルとする。 ● 1 支持金物等 ダクト・配管等の支持金物及び吊り金物は本工事にて撤去する。 ● 9 工事用電力・水等 工事に必要な工事用電気設備・給排水設備に要する費用及び電気・水道料金等は受注者負担とする。

本工事で新設及び改修する水槽等の水張りや水替えに必要な水道料金も受注者負担とする。
  4 排煙風量測定 ○ 建築設備定期検査業務基準書 2016年版（（一財）日本建築設備・昇降機センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。 ● 2 石綿含有材料 事前調査 工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等により、石綿を含有している配管エルボ部保温用成形練り材、

配管又はダクト用ガスケット、たわみ継手、吹き付け材、成形板、建築材料等の使用の有無について調査する。   10 屋内埋設配管の支持 SUS304製吊バンドを使用し、寸切ボルトをスラブ内で折り曲げ、定着させ支持する。
調査範囲 ※ 改修対象部位 ○ 図示
石綿を含有する場合は、「建築工事における建設副産物管理マニュアル」に従い適切に処理する。 ● 11 諸官公署手続 施工に必要な官公署その他への手続きは速やかに行う。また、手続き費用及び諸費用については受注者負担とする。

    1 中央監視制御装置 ○ あり （ ○ 新設 ○ 既設 ） 石綿含有分析調査費 ○ 本工事 ○ 別途
石綿含有材料撤去方法 ○ 図示による ○   12 ナットの緩み止め 運転中に振動を発生する機器（送風機、圧縮機及びポンプ等）の据付はダブルナットにて行うこと。

  2 電気計装用配線 電線及びＥＭケーブルは、標準仕様書第４編１．５．１による。
屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ、金属管配線とする。 ● 3 発生材の処理 ○ 特別管理産業廃棄物 （ ○ ）の処理は、( ○ 別途 ○ 構外搬出適切処理 ）とする。   13 屋外及び多湿箇所の 屋外及び多湿箇所の支持金物は ○ ステンレス製（SUS304）とする。
天井内隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。 ○ 石綿含有産業廃棄物 （ ○ 配管用成形保温材 ○ フランジ用ガスケット ）の処理は、 支持金物 ○ ステンレス製（SUS304）又は溶融亜鉛めっき製とする。

（ ○ 別途 ○ 構外搬出適切処理 ）とする。 多湿箇所 ○ トイレ ○ 厨房 ○ PS ○ ピット ○ 浴室 ○ ○
○ 上記以外の発生材は構外搬出適正処理とする。
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鉄骨１Ｆ 事務所

鉄骨１Ｆ

鉄骨１Ｆ

整備工場

ＣＢ１Ｆ

仮眠室Ｗ　１Ｆ

ＲＣ２Ｆ 公舎

車資材倉庫鉄骨１Ｆ

ＣＢ１Ｆ オイル倉庫

鉄骨１Ｆ

軽鉄１Ｆ 物干し場

鉄骨１Ｆ 待合所

鉄骨１Ｆ

鉄骨１Ｆ

看板①

看板②

25.96ｍ2

3.42ｍ2

326.80ｍ2

85.09ｍ2

248.06ｍ2

15.92ｍ2

26.49ｍ2

5.94ｍ2

2.22ｍ2

0ｍ2

2.00ｍ2

25.96ｍ2

3.42ｍ2

327.97ｍ2

85.09ｍ2

256.58ｍ2

15.92ｍ2

27.73ｍ2

3.60ｍ2

5.94ｍ2

2.22ｍ2

0ｍ2

2.00ｍ2

296.40ｍ2 296.40ｍ2

3.60ｍ2

プロパン庫

庭

庭

庭

庭

庭

庭

プロパン庫

庭

庭

庭

庭

庭

庭

-40

以降事務所平面図参照

以降整備工場平面図参照

既設排水管本管

以降整備工場平面図参照

※バルブ新設後、以降の配管撤去

既設給水管本管

既設給水管ﾌﾟﾗｸﾞ止め

工事完了後、現況復旧のこと。

40

以降矢上公舎平面図参照

40

4
0

20

GV40新設(VC-2共)

40

既設排水管切断

汚 水 管 屋内一般・地中

屋　外　架　空雑 排 水 管

硬質ポリ塩化ビニル管

硬質ポリ塩化ビニル管

ＶＰ

ＶＰ

硬質塩化ビニルライニング鋼管

屋内一般・屋外

地 中

SGP-VB硬質塩化ビニルライニング鋼管

SGP-VD
給 水 管

管　　　　　種 備　　　　考

撤 去 　 凡 例

施工場所名　称記　号

最終桝：GL-1950H

02

ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ　ＯＦＦＩＣＥ 長崎県知事登録　第(22)-10267号 【解体】配置図

新 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社

事 務 所 登 録

一級建築士　登録第209864号

内 田 信 介 　

製 図 年 月 日 製 図 照 査 Ｎｏ．
工 事 名 称

図 名

特 記

M

縮 　 尺

30,100

本工事

50、150

A2:1/300

別途工事

：As舗装撤去範囲を示す

公舎
別途工事

浴室洗面所

倉庫

倉庫

オイル

車資材

タイヤ倉庫

浴室洗面所

解体（別途工事）

喫煙所

既存のまま

待合所
既存のまま

旧矢上営業所解体工事



ポリエチレン被覆鋼管

給 湯 管

記　号 名　称 施工場所

撤 去 　 凡 例

備　　　　考管　　　　　種

全 般

R 断熱材被覆銅管全 般

給 水 管

冷 媒 配 管

全 般D 硬質ポリ塩化ビニル管 ＶＰ

被覆銅管

ド レ ン 管

SGP-VD

硬質塩化ビニルライニング鋼管 SGP-VB

名　称 施工場所 備　　　　　考保 温 ・ 防 食 仕 様

撤 去 　 保 温 仕 様

屋 内 露 出

アルミガラスクロス化粧保温筒(PF)＋アルミガラスクロス粘着テープ給 水 管

地 中

屋内一般・屋外

硬質塩化ビニルライニング鋼管

ＶＰ

ＶＰ

硬質ポリ塩化ビニル管

硬質ポリ塩化ビニル管

雑 排 水 管 屋　外　架　空

屋内一般・地中汚 水 管

硬質ポリ塩化ビニル管

屋内一般・地中 ＶＰ硬質ポリ塩化ビニル管

屋　外　架　空 ＶＰ
通 気 管

地 中
PG

屋内一般・屋外
ガ ス 管

配管用炭素鋼鋼管(白 ) ＳＧＰ-白

天 井 内

給 湯 管

グラスウール保温筒＋鉄線＋ポリエチレンフィルム＋ステンレス鋼板屋 外 露 出

グラスウール保温筒＋粘着テープ＋合成樹脂カバー2

1

1

2

湯
沸
室

事
務
室

合

計

3

1

1

4

1F

便
所(

北)

便
所(

南)

2

2

1

撤 去 　 衛 生 設 備 機 器 表

屋内壁掛型、5号瞬間湯沸器ghw-1

1

1

(1)

1F

仕　　　　　　　　　様記　号 機　器　名　称
電　　　源

相 電圧
（φ） （Ｖ）

台
　
数

機 器

機 器 名 称

番 号

13A

1

1

壁掛手洗器 水栓１個

小便器 FV式、床置型

二口コック

電圧相

事務室(1F)

2

1

備 考

タンク式洋風大便器

1

1

屋
　
　
外

13mm横水栓

2

自在水栓 13mm

仕 様品 名

撤 去 　 衛 生 設 備 器 具 表

1

1

2

13A、樹脂製水栓柱水栓柱

1

仕　　　　　　　様

電 源

数

台

2

洗面化粧台

設 置 場 所

備 考（参考型番）

タンク式

湯沸室(1F)

和風大便器

(1)

室 名出 力(W)

混合水栓

消費電力
ｋＷ

備　　　考

階

設　置　場　所

室　　名

2

fe-1 壁換気扇 羽根径：20cm 2

便所(北)※ウェザーカバー無し 1F

便所(南)

(1)

(1)

1羽根径：30cm壁換気扇fe-3 湯沸室

(2)

1F会議室

1F

1F

事務室

撤 去 　 空 調 設 備 機 器 表

壁掛型rac-1

冷房能力：2.8kW

(1)

空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾙｰﾑｴｱｺﾝ

※ウェザーカバー無し

fe-2 壁換気扇 羽根径：25cm 3

事務室※ウェザーカバー無し

1F

屋 外 露 出

屋 内 露 出 ポリスチレンフォーム保温筒＋粘着テープ＋合成樹脂カバー2

ポリスチレンフォーム保温筒＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋ステンレス鋼板

新 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社

事 務 所 登 録

一級建築士　登録第209864号

内 田 信 介 　

製 図 年 月 日 製 図 照 査 Ｎｏ．
工 事 名 称

図 名

特 記

M

縮 　 尺
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ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ　ＯＦＦＩＣＥ 長崎県知事登録　第(22)-10267号 【解体】凡例・保温・機器・器具表(事務所)
-

旧矢上営業所解体工事



PG

P
G

3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000

2,000 9,000 6,000 6,000 9,000 2,000

2,000 30,000 2,000

34,000

3
,
3
0
0

6
,
7
0
0

1
0
,
0
0
0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

B

A

2,450 3,550

土間
便所

車掌控室

押入

湯沸室

土間

運転手控室 事務室

便所

押入

棚

棚

物置

押入 押入

宿直室

土間土間

会議室

1階 平面図 S:1/100

65、20

20
100

10020、20
(露出)

20、20
(露出)

75

75

50

50

25

2
5

20

20(露出)

20

20

50

20、20
(露出)

100100100100

1
5
0

65

25

20

25
20(露出)20、50

25、100

100、25

40、100

100、25

25(露出)

20(露出)

20

20

2
0
(
露

出
)

75

75

20
(露出)

75

20(露出)100

20
(露出)

20(露出)
100

65

50

50

以降浴室・倉庫平面図参照

以降配置図参照

以降仮眠室平面図参照

ghw

1

1

ghw

新 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社

事 務 所 登 録

一級建築士　登録第209864号

内 田 信 介 　

製 図 年 月 日 製 図 照 査 Ｎｏ．
工 事 名 称

図 名

特 記

M

縮 　 尺

04

ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ　ＯＦＦＩＣＥ 長崎県知事登録　第(22)-10267号 【解体】衛生設備　平面図(事務所)

25、100

A2:1/100

以降矢上公舎平面図参照

配管切断・ｷｬｯﾌﾟ止め

旧矢上営業所解体工事



R

3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000

2,000 9,000 6,000 6,000 9,000 2,000

2,000 30,000 2,000

34,000

3
,
3
0
0

6
,
7
0
0

1
0
,
0
0
0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

B

A

2,450 3,550

土間

B(露出)

便所

車掌控室

押入

湯沸室

土間

運転手控室 事務室

便所

押入

棚

棚

物置

押入 押入

宿直室

土間土間

会議室

1階 平面図 S:1/100

A(露出)

1

fe

1

fe

2

fefe

2

fe

2

3

fe

rac

11

rac

A(露出)

2020

B

記号 冷媒サイズ
A 9.5φ×6.4φ
B 15.9φ×9.5φ

新 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社

事 務 所 登 録

一級建築士　登録第209864号

内 田 信 介 　

製 図 年 月 日 製 図 照 査 Ｎｏ．
工 事 名 称

図 名

特 記

M

縮 　 尺
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ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ　ＯＦＦＩＣＥ 長崎県知事登録　第(22)-10267号 【解体】空調・換気設備　平面図(事務所)
A2:1/100

旧矢上営業所解体工事



A 全 般

記　号 名　称 施工場所

撤 去 　 凡 例

備　　　　考管　　　　　種

エ ア ー 配 管 SGP-白

R 断熱材被覆銅管全 般

給 水 管

冷 媒 配 管

全 般D 硬質ポリ塩化ビニル管 ＶＰド レ ン 管

SGP-VD

硬質塩化ビニルライニング鋼管 SGP-VB

名　称 施工場所 備　　　　　考保 温 ・ 防 食 仕 様

撤 去 　 保 温 仕 様

給 水 管

地 中

屋内一般・屋外

硬質塩化ビニルライニング鋼管

ＶＰ

ＶＰ

硬質ポリ塩化ビニル管

硬質ポリ塩化ビニル管

雑 排 水 管 屋　外　架　空

屋内一般・地中汚 水 管

硬質ポリ塩化ビニル管

屋内一般・地中 ＶＰ硬質ポリ塩化ビニル管

屋　外　架　空 ＶＰ
通 気 管

配管用炭素鋼鋼管(白)

合

計

1F

整
備
工
場

4

事務所

たばこ休憩室

仕　　　　　　　　　様記　号 機　器　名　称
電　　　源

相 電圧
（φ） （Ｖ）

台
　
数

3

(1)

備 考

屋
　
　
外

13mm横水栓

休憩室

1

仕 様品 名

撤 去 　 衛 生 設 備 器 具 表

(1)

消費電力
ｋＷ

備　　　考

階

設　置　場　所

室　　名

2

1F

1F

撤 去 　 空 調 設 備 機 器 表

壁掛型rac-1

冷房能力：2.8kW

空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾙｰﾑｴｱｺﾝ

fe-1 壁換気扇 羽根径：25cm 1

ウェザーカバー共

1F

屋 外 露 出

屋 内 露 出 ポリスチレンフォーム保温筒＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋ステンレス鋼板

ポリスチレンフォーム保温筒＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋ステンレス鋼板

新 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社

事 務 所 登 録

一級建築士　登録第209864号

内 田 信 介 　

製 図 年 月 日 製 図 照 査 Ｎｏ．
工 事 名 称

図 名

特 記

M

縮 　 尺
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ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ　ＯＦＦＩＣＥ 長崎県知事登録　第(22)-10267号 【解体】凡例・保温・機器・器具表(整備工場)
-

旧矢上営業所解体工事



A

A

A
A

A A

A
A

AA

R

Y 5

Y 4

Y 3

Y 2

Y 1

1
3,

50
0

14,100 2,900 1,800

17,000

3,
50
0

3,
25
0

3,
25
0

3
,5
00

整備工場

倉庫

休憩室

事務所⑩ オ イ ル 倉 庫

⑨ 車 資 材 倉 庫

⑪たばこ休憩所

3
,7
5
0

2,
75

0
6
00

6,
4
00

6
,5

00
7
,0
0
0

1
3,

50
0

X 1 X 2 X 3 X 4

7,050 7,050 4,700

18,800

平   面   図   1 : 1 0 0

50

A、20

A、20

(露出)A

100

2
0

(露出)

(露出)

(
露

出
)

(
露

出
)

(露出)
20、20

20

2
0

2
0

20

2
0

50

1

fe

1

rac

rac

1

記号 冷媒サイズ
A 9.5φ×6.4φ

新 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社

事 務 所 登 録

一級建築士　登録第209864号

内 田 信 介 　

製 図 年 月 日 製 図 照 査 Ｎｏ．
工 事 名 称

図 名

特 記

M

縮 　 尺
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ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ　ＯＦＦＩＣＥ 長崎県知事登録　第(22)-10267号 【解体】衛生・空調設備　平面図(整備工場)
A2:1/100

旧矢上営業所解体工事



PG

P
G

浴室
脱衣室

脱衣室浴室洗濯室

1,6502,150

3,8001,400

2,1501,650

3,800

9,000

1
,
8
0
0

1
0
0

5
0

2
0

50

100

5
0

20、20
(露出)

100100100100

20 20(露出)

2
0

2
020、20

(露出)

1
0
0

100

50

以降事務所平面図参照

20、20、20

備 考

名　称 施工場所 備　　　　　考保 温 ・ 防 食 仕 様

撤 去 　 保 温 仕 様

給 水 管 屋 外 露 出 ポリスチレンフォーム保温筒＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋ステンレス鋼板

屋 外 露 出給 湯 管 グラスウール保温筒＋鉄線＋ポリエチレンフィルム＋ステンレス鋼板

2

洗
濯
室

213mm横水栓

撤 去 　 衛 生 設 備 器 具 表

品 名 仕 様

屋
　
　
外

1F

合

計

ＳＧＰ-白配管用炭素鋼鋼管(白)
ガ ス 管

屋内一般・屋外
PG

地 中

通 気 管
ＶＰ屋　外　架　空

硬質ポリ塩化ビニル管 ＶＰ屋内一般・地中

硬質ポリ塩化ビニル管

汚 水 管 屋内一般・地中

屋　外　架　空雑 排 水 管

硬質ポリ塩化ビニル管

硬質ポリ塩化ビニル管

ＶＰ

ＶＰ

硬質塩化ビニルライニング鋼管

屋内一般・屋外

地 中

SGP-VB硬質塩化ビニルライニング鋼管

SGP-VD

被覆銅管

給 水 管

全 般

管　　　　　種 備　　　　考

撤 去 　 凡 例

施工場所名　称記　号

給 湯 管

ポリエチレン被覆鋼管

(
露

出
)

(
露

出
)

(
露

出
)

ポリバス 900×750×600H

浴
室(

右)

11

新 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社

事 務 所 登 録

一級建築士　登録第209864号

内 田 信 介 　

製 図 年 月 日 製 図 照 査 Ｎｏ．
工 事 名 称

図 名

特 記

M

縮 　 尺
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ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＡＬ　ＯＦＦＩＣＥ 長崎県知事登録　第(22)-10267号
A2:1/30

旧矢上営業所解体工事

浴室洗面所　平面図　 1:30

【解体】衛生設備　平面図(浴室洗面所)



ポリエチレン被覆鋼管

給 湯 管

記　号 名　称 施工場所

撤 去 　 凡 例

備　　　　考管　　　　　種

全 般

R 断熱材被覆銅管全 般

給 水 管

冷 媒 配 管

全 般D 硬質ポリ塩化ビニル管 ＶＰ

被覆銅管

ド レ ン 管

SGP-VD

硬質塩化ビニルライニング鋼管 SGP-VB

名　称 施工場所 備　　　　　考保 温 ・ 防 食 仕 様

撤 去 　 保 温 仕 様

アルミガラスクロス化粧保温筒(PF)＋アルミガラスクロス粘着テープ給 水 管

地 中

屋内一般・屋外

硬質塩化ビニルライニング鋼管

ＶＰ

ＶＰ

硬質ポリ塩化ビニル管

硬質ポリ塩化ビニル管

雑 排 水 管 屋　外　架　空

屋内一般・地中汚 水 管

硬質ポリ塩化ビニル管

屋内一般・地中 ＶＰ硬質ポリ塩化ビニル管

屋　外　架　空 ＶＰ
通 気 管

地 中
PG

屋内一般・屋外
ガ ス 管

配管用炭素鋼鋼管(白 ) ＳＧＰ-白

アルミガラスクロス化粧保温筒(GW)＋アルミガラスクロス粘着テープ

天 井 内

給 湯 管

グラスウール保温筒＋鉄線＋ポリエチレンフィルム＋ステンレス鋼板屋 外 露 出

天 井 内

1

1

合

計

洗濯機パン

壁付、13mm 1混合水栓

1F

洗
面
脱
衣
室

浴
室

撤 去 　 衛 生 設 備 機 器 表

屋外壁掛型、24号ガス給湯器ghw-1

1

740×1200×600H

仕　　　　　　　　　様記　号 機　器　名　称
電　　　源

相 電圧
（φ） （Ｖ）

台
　
数

機 器

機 器 名 称

番 号

壁付、13mmシャワー水栓

電圧相

1

備 考

1

屋
　
　
外

1

2

仕 様品 名

撤 去 　 衛 生 設 備 器 具 表

ポリバス

1840タイプ

1

1

1

仕　　　　　　　様

電 源

数

台

洗面化粧台

設 置 場 所

備 考（参考型番）

室 名出 力(W)

混合水栓

消費電力
ｋＷ

備　　　考

階

設　置　場　所

室　　名

1

fe-1 天井換気扇 接続ダクト径：100φ 1 浴室

SUS製深型フード共

1F

(1)

(1)

1F洗面脱衣室

1F

仮眠室

撤 去 　 空 調 設 備 機 器 表

壁掛型rac-1

冷房能力：2.5kW

空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾙｰﾑｴｱｺﾝ

fe-2 パイプ用ファン 接続ダクト径：100φ 2

仮眠室SUS製深型フード共

1F

屋 外 露 出

屋外

ポリスチレンフォーム保温筒＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋ステンレス鋼板

新 建 築 設 計 事 務 所株 式 会 社

事 務 所 登 録

一級建築士　登録第209864号

内 田 信 介 　
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洗面脱衣室

ホール押入 玄関

仮眠室

書類倉庫

浴室

75、100

75

以降配置図参照
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Ａ

rac

1

fe100φ

100φ

A

100φ

洗面脱衣室

ホール押入 玄関

仮眠室

書類倉庫

浴室

1

fe

2

2

fe

記号 冷媒サイズ
A 9.5φ×6.4φ
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